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プログラマブルコントローラ ニューサテライトJW30Hは、ＲＩＳＣ型ＣＰＵを採用することにより、中規模
クラスながら大規模機以上の基本命令処理速度を実現したプログラマブルコントローラ です。プログラミン
グについて以下の特長があります。　

■ 特　長

　1. 基本命令処理速度（38ナノ秒／命令）を実現
　　ＲＩＳＣ型ＣＰＵの採用で、10K語（基本命令のみ）のプログラムでも約１ミリ秒で演算することができ
　　ます。これにより、ラインスピードの向上はもとより、繰り返し精度向上による加工精度アップが図れま
　　す。

　2. オプションユニットとのデータ交換も高速
　　処理速度の高速化に対応し、コントロールユニットとオプションユニットとのデータ交換も当社従来比
　　約５倍に高速化しました。

　3. 115.2Kビット／s対応の高速シリアルポート
　　パソコン、サポートツールとのデータ転送時間を大幅に短縮しました。

　4. 情報処理量の増大対応可能な大容量メモリを搭載
　　プログラムメモリ63K語、リレー点数３万点、レジスタ25Kバイト（ファイル１含む）のメモリを準備、
　　さらにファイルレジスタ1984Kバイトもご使用いただけます。（JW-33CUH3を使用時）
　
　5. 最大８ラック、最大入出力3072点の制御が可能
　　最大８ラック、合計64台の入出力・特殊I/Oユニットが実装できるため、最大制御入出力点数3072点が
　　可能です。（32点 /64点ユニット各々32台実装時：JW-33CUH1/H2/H3の場合）

　6. プログラムの設計効率を大幅に改善
　　従来１枚のロール紙だったプログラムを、機能毎に分割する構造化プログラム機能により、ブロック毎の
　　管理（ページ管理）が可能になります。また、作成したプログラムをライブラリとして保存して再使用でき
　　るライブラリ機能も搭載しています。（多機能プログラマ、ラダーソフトの取扱説明書をご参照下さい）

　7. ３つの数値表現方式（８進法／10進法／16進法）からの選択が可能、応用命令もさらに充実
　　データメモリ、応用命令の定数やプログラムアドレス等は、ユーザーの慣れた標記で表現できますので、
　　他社モデルをお使いの方でも違和感なくご使用いただけます。（本書では初期値の進数で記載しています。）
　　また、応用命令も従来機種JW20H、JW50H／70H／100Hの命令を包含、更にリレー出力付比較命令、符
　　号付四則演算命令等を追加しました。

第　１　章　　　概　　　　要
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■コントロールユニットについて
JW30HコントロールユニットJW-31CUH1、JW-32CUH1、JW-33CUH1/H2/H3の主な性能仕様を示します。

項　　　　目 

最大入出力点数 
 
プログラム容量 
 

データ 
メモリ 

時計機能 
コミュニケーション 
ポート伝送速度 

命令処理速度 

最大ラック数 

JW-31CUH1 JW-32CUH1 JW-33CUH1 JW-33CUH2 JW-33CUH3

512点 
7.5K語 

1024点 
15.5K語/ 
31.5k語(*1)

3072点 
31.5K語 

3072点 
63K語 

3072点 
63K語 

 64Kﾊﾞｲﾄ/ 
32Kﾊﾞｲﾄ(*1)

128Kﾊﾞｲﾄ　 448Kﾊﾞｲﾄ　1984Kﾊﾞｲﾄ 

なし 

なし 

あり 
なし 115200/57600/38400/19200/9600/4800/2400 

/1200ﾋﾞｯﾄ／s

基本命令　　　　：0.038μs 
転送命令（F-00）：1.22μs 
 ８ラック（I／Oバス拡張アダプタ使用時） 

I/O増設ケーブル 
総延長距離 

最大50m 
（ベース間最大50m） 

オプションユニット 
とのデータ交換時間 

基本ベースJW-34KB/36KB/38KBを使用すると従来機の 
約５倍の速度 
 

ファイル 
メモリ 

（従来機の24％アップ） 

9Kﾊﾞｲﾄ 25Kﾊﾞｲﾄ 25Kﾊﾞｲﾄ 25Kﾊﾞｲﾄ 25Kﾊﾞｲﾄ レジスタ(*2)

(*1) JW-32CUH1は、ユニットのスイッチ（SW２）の設定により、プログラム容量／ファイル容量
（ファイル２）を選択できます。（15.5K語／64Kバイト、または31.5K語／32Kバイト）

(*2) レジスタには、応用命令で直接指定できるファイル１のレジスタ（16Kバイト）を含みます。
（2･2ページ参照）　　

JW30HコントロールユニットJW-31CUH/32CUH/33CUH（従来機）の主な性能仕様は次のとおり
です。
なお、本書ではJW-31CUH/32CUH/33CUHの説明を併記しています。

参　考

(*2) レジスタには、応用命令で直接指定できるファイル１のレジスタ（16Kバイト）を含み
ます。

(*3) 従来機はＩ／Ｏ拡張アダプタ（JW-31EA/32EA）を使用できません。

項　　　　目 

最大入出力点数 
 プログラム容量 
 
データ 
メモリ 

時計機能 
コミュニケーション 
ポート伝送速度 

命令処理速度 

最大ラック数 

JW-31CUH JW-32CUH JW-33CUH

512点 
7.5K語 

1024点 
15.5K語 

2048点 
31.5K語 

レジスタ(*2)　 9Kﾊﾞｲﾄ　　25Kﾊﾞｲﾄ　  25Kﾊﾞｲﾄ 

なし 64Kﾊﾞｲﾄ　 128Kﾊﾞｲﾄ 

なし あり 
なし 19200/9600/4800/2400 

/1200/600ﾋﾞｯﾄ／s
基本命令　　　　：0.05μs 
転送命令（F-00）：1.60μs

４ラック (*3)

(*3)I/O増設ケーブル 
総延長距離 

最大14m 
（ベース間最大10m） 

オプションユニット 
とのデータ交換時間 

基本ベースJW-34KB/36KB/38KB 
を使用しても従来と同じ速度 
 

ファイル 
メモリ 
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　　  第   ２   章　｠　　デ｠ー｠タ｠メ｠モ｠リ
２－１｠ファイル番号とファイルアドレス

データメモリは、用途別にファイル番号を割り付けています。各ファイルはファイルアドレスで管

理されており、ファイルアドレスは応用命令の間接アドレス設定時、キープリレー領域の設定時等

に使用します。

各コントロールユニットは下記ファイル番号のメモリを標準実装しています。

0 

1 

2 

3 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

1A 

1B 

1C 

1D 

1E 

1F 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

2A 

2B 

2C

000000～035777 

000000～037777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777 

000000～177777　 

15Kバイト 

16Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

64Kバイト 

JW30Hコントロールユニット〔　　　　実装範囲〕 

JW-31CUH/H1 JW-32CUH/H1 JW-33CUH/H1  JW-33CUH2    JW-33CUH3

ファイル番号 
(HEX)

ファイルアドレス 
(OCT)

容　量 

※１ 

※１　JW-32CUH1は、ユニット内部スイッチにより、ファイル2の容量を64Kバイト（000000～177777） 
　　　または、32Kバイト（000000～077777）に設定します。JW-32CUHのファイル2の容量は64Kバイト 
　　　（000000～177777）固定です。 
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各ファイルには下記の用途があります。

ファイル番号　　　　　用　　途　　　　　　　　　　　　　使　　い　　方　　　　　 

 

0 
 

 
 
 
1 
 
 
 
2 
 
 
 
 
3 
 
 
 

10､11､12､13 
 
 
 
14 
 

リレー 
タイマ　(TMR) 
カウンタ(CNT) 

レジスタ 

構造化プログラム用 
メモリ（59000～89777 
E0000～E5777） 

レジスタ 

コメントメモリ　 

レジスタ 

コメントメモリ　 

構造化プログラム用 
メモリ 

レジスタ 

コメントメモリ　 

構造化プログラム用 
メモリ 

レジスタ 

コメントメモリ　 

レジスタ 

コメントメモリ　 

構造化プログラム用 
メモリ 

レジスタ 
 
 
コメントメモリ 
　 
レジスタ 

コメントメモリ　 

構造化プログラム用 
メモリ 
 

応用命令での直接／間接アクセス（読出／書込）　※２ 

JW-31CUH/H1使用時、ラダーソフトによる構造化 
プログラム作成時に使用　　　　　　　　　　　　※４ 
 

応用命令での直接／間接アクセス（読出／書込）　※２ 

ラダーソフトによるコメント登録時に使用　　　　※３ 

応用命令での間接アクセス（読出／書込）　　　　※２　 

ラダーソフトによるコメント登録時に使用　　　　※３ 

JW-32CUH/H1使用時、ラダーソフトによる構造化 
プログラム作成時に使用　　　　　　　　　　　　※４ 

応用命令での間接アクセス（読出／書込）　　　　※２ 

ラダーソフトによるコメント登録時に使用　　　　※３ 

JW-33CUH/H1使用時、ラダーソフトによる構造化 
プログラム作成時に使用　　　　　　　　　　　　※４ 

応用命令での間接アクセス（読出／書込）　　　　※２ 

ラダーソフトによるコメント登録時に使用　　　　※３ 

応用命令での間接アクセス（読出／書込）　　　　※２ 

ラダーソフトによるコメント登録時に使用　　　　※３ 

JW-33CUH2使用時、ラダーソフトによる構造化 
プログラム作成時に使用　　　　　　　　　　　　※４ 

応用命令での間接アクセス（読出／書込）　　　　※２ 
 
 
ラダーソフトによるコメント登録時に使用　　　　※３ 
 
応用命令での間接アクセス（読出／書込）　　　　※２ 

ラダーソフトによるコメント登録時に使用　　　　※３ 

JW-33CUH3使用時、ラダーソフトによる構造化 
プログラム作成時に使用　　　　　　　　　　　　※４ 
 

 

 

15､16､17､18､19､ 
1A､1B､1C､1D､1E､ 
1F､20､21､22､23､ 
24､25､26､27､28､ 
29､2A､2B 
 
　　 
　　　2C 
 

※１　ファイル０の詳細は、2･3～2･14ページを参照してください。 

※２　応用命令での直接アクセスとは、応用命令のソース、デスティネーションにレジスタ番号（ファイル０ 
　　　の場合）またはファイルアドレス（ファイル１の場合）を設定してデータの読出／書込を行うことです。 
　　　間接アクセスとは、ソース、デスティネーションで間接アドレス指定により指定されたレジスタのデー 
　　　タの読出／書込を行うことです。（9･3ページ参照） 

※３　ファイル1､2､3､10～2Cをコメントメモリとして使用する場合は、システムメモリ#220､#224､#225に 
　　　使用領域を設定します。（5･10ページ参照） 

※４　構造化プログラムについては、「構造化プログラミングマニュアル」を参照してください。 

基本命令での直接アクセス（読出／書込） 
 

※１ 

 

注意　各ファイル番号のメモリは、レジスタ、コメントメモリ、構造化プログラム用メモリのいずれか１つ 
　　　の用途に使用できます。同時に２つ以上の用途には使用できません。 
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２－２｠データメモリ（ファイル０）の種類
〔１〕データメモリの種類

ファイル０のメモリにはリレー、TMR/CNT、レジスタ等の種類があります。

容　　量 

30720点 
（3840バイト） 

1024点 
（128バイト） 

2048バイト 

512バイト 

512バイト 

512バイト 

512バイト 

512バイト 

512バイト 

512バイト 

512バイト 

512バイト 

512バイト 

512バイト 

512バイト 

512バイト 

512バイト 

512バイト 

512バイト 

512バイト 

512バイト 

 

種　　類 

リレー 

TMR／CNTの接点 

TMR／CNT／MD 
の現在値 

レジスタ 

９Kバイト 

フ
ァ
イ
ル
０ 

 

000000～001577 

030000～035577 

001600～001777 

035600～035777 

002000～003777 

026000～027777 

004000～004777 

005000～005777 

006000～006777 

007000～007777 

010000～010777 

011000～011777 

012000～012777 

013000～013777 

014000～014777 

015000～015777 

016000～016777 

017000～017777 

020000～020777 

021000～021777 

022000～022777 

023000～023777 

024000～024777 

025000～025777

ファイルアドレス（OCT） 

コ0000～コ1577 

コ2000～コ7577

b0000～b1777 

b2000～b3777

バイトアドレス（OCT） 

09000～09777 

19000～19777 

29000～29777 

39000～39777 

49000～49777 

59000～59777 

69000～69777 

79000～79777 

89000～89777 

99000～99777 

E0000～E0777 

E1000～E1777 

E2000～E2777 

E3000～E3777 

E4000～E4777 

E5000～E5777 

E6000～E6777 

E7000～E7777

00000～15777 

20000～75777 

TまたはC 0000～0777 

TまたはC 1000～1777

リレー番号（OCT） 

※１ リレー内には次の固定エリアがあります。 

※1

64点（８バイト） 

2560点（320バイト） 

448点（56バイト） 

64点（８バイト） 

2048点（256バイト） 

4096点（512バイト） 

1024点（128バイト） 

容　　量 種　　類 

特殊リレー 

オプションユニット用リレー 

オプションユニット用フラグ 

I／Oリンク用フラグ 

I／Oリンク用リレー 
特殊I／Oユニット 
［基本システム］用リレー 
特殊I／Oユニット 
［リモートI/O子局］用リレー 

000730～000737 

001000～001477 

001500～001567 

001570～001577 

030000～030377 

031000～031777 

032000～032177

ファイルアドレス（OCT） 

コ0730～コ0737 

コ1000～コ1477 

コ1500～コ1567 

コ1570～コ1577 

コ2000～コ2377 

コ3000～コ3777 

コ4000～コ4177

バイトアドレス（OCT） 

07300～07377 

10000～14777 

15000～15677 

15700～15777 

20000～23777 

30000～37777 

40000～41777

リレー番号（OCT） 

 

 

データメモリのアドレスはすべて8進数（OCT）で扱います。（レジスタ領域の４桁目の９は例外）

ただし、システムメモリ（#115）の設定により、サポートツール（JW-14PG、JW-50PG等）に表示

する進数を8進数/10進数/16進数から選択できます。
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〔２〕データメモリの機能

・毎スキャンサイクルの入出力処理で入力ユニットのON／OFF状態を読み込み、１ス 

　キャンサイクル中保持します。※１ 

・プログラムで入力情報（接点、データ）として使用します。 

・ユーザープログラムで、コイル、デスティネーションとして演算結果を書き込みます。 

・入出力処理で出力ユニットにON／OFF状態を転送します。 

・演算結果はプログラム中で接点、ソースとして使用できます。 

・オプションユニット(JW-21CM, JW-22CM, JW-21MN, JW-25CM)、Ｉ／Oリンク親局ユ 

　ニット（JW-23LM, JW-23LMH）､特殊I／Oユニット（JW-21HC, JW-22HC, JW-24AD,  

　JW-22DA, JW-21DU, JW-22DU, JW-21PS, JW-264N, JW-262S）を装着すると、入出力 

    リレーとして16点（２バイト）占有しますがこの16点は使用しないダミー領域です。 

・外部に出力する必要のない演算結果の一時記憶に使用します。（補助リレー） 

・ユーザープログラムでコイル、デスティネーションとして演算結果を書き込みます。 

・演算結果はプログラム中、接点、ソースとして使用できます。 

・自己診断結果の異常コードや、演算フラグ等に使用されます。 

・ユーザープログラムでコイル、デスティネーションとして使用できません。 

　接点、ソースとして使用できます。 

・オプションユニット、I／Oリンク親局ユニット、特殊I／Oユニットへの制御信号又 

　は入出力データ格納用に使用できます。 

・オプションユニット、I／Oリンクの動作状態のモニタ用に使用します。 

・減算タイマは現在値が０になるとTMR接点がONします。 

・加算タイマは現在値＝設定値になるとTMR接点がONします。 

・TMR接点はプログラム中何度でも使用できます。 

・現在値はプログラム中、ソース（特殊用途としてデスティネーション）として使用 

　できます。 

・減算カウンタは現在値が０になるとCNT接点がONします。 

・加算カウンタは現在値＝設定値になるとCNT接点がONします。 

・CNT接点はプログラム中何度でも使用できます。 

・現在値はプログラム中、ソース（特殊用途としてデスティネーション）として使用 

　できます。 

・出力指示条件がONのとき、現在値領域にMD情報を書き込みます。 

・現在値領域のMD情報はプログラム中ソースとして使用できます。 

入力ユニットを 

装着した領域 

出力ユニットを 

装着した領域 

ユニット未装着 

領域 

特殊リレー領域 

TMRとして使用 

している場合 

CNTとして使用 

している場合 

MDとして使用 

している場合 

TMR、CNT、MD 

として使用して 

いない場合 

レジスタ 

オプションユニッ 
ト、I／Oリンク親 
局ユニット、特殊 
I／Oユニットを装 
着した領域 

オプションユニッ 
ト用リレー、I／O 
リンク用リレー、 
特殊I／Oユニット 
用リレー領域 
オプションユニッ 
ト用フラグ、I／O 
リンク用フラグ領 
域 

・現在値領域（ｂ××××）をレジスタとして使用できます。 

・ユーザープログラムでデスティネーションとして演算結果を書き込みます。 

・演算結果はプログラム中、ソースとして使用します。 

・プログラマ等からデータの書き込みもできます。 

・時計機能の現在値読み出し及び、時計の設定を行います。（JW-31CUH/H1は除く） 

・リンクユニットのフラグ及び通信条件を設定します。 

・自己診断結果を格納します。 

・デバイス機能での表示と入力のコントロール用に使用します。 

リ
レ
ー
領
域 

T
M
R
／
C
N
T
／
M
D
領
域
 

※１ 入力ユニットを装着している領域は、入出力処理で読み込んだON／OFF状態を次のサイクルの入出力 
処理まで保持しますが、プログラム中でこれをコイル、デスティネーションとして使用すると、その 
スキャンサイクル中は演算結果によりデータメモリが書き換ります。 
 
 

※２ ソース、デスティネーションとは応用命令で、演算結果を入れるレジスタをデスティネーション、演 
算前のデータを入れるレジスタをソースと呼びます。詳細は、9・1ページ「応用命令に関する留意事項」 
を参照してください。 
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２－３｠ファイル０のメモリマップ
〔１〕バイトアドレス順

ファイル０のメモリマップをリレーエリア、TMR／CNT／MDの現在値エリア、レジスタエリアに

分けてバイトアドレス順に示します。

入出力リレー、 
補助リレー等 

補助リレー等 

補助リレー等 

① 特殊リレー（64点） 

② オプションユニット 
　 用リレー（2560点） 

⑤ I／Oリンク用リレー 
｠（2048点） 

⑥ 特殊I／Oユニット 
｠［基本システム］ 
　 用リレー（4096点） 

⑦ 特殊I／Oユニット 
｠［リモートI／O子局］ 
　 用リレー（1024点） 

TMR／CNT 0000～0777 

用リレー（1024点） 

TMR／CNT／MDの現在値エリア 

レジスタエリア 

コ7577

コ4177

コ4000

コ3000

コ2377

コ2000

コ1577

コ1500

コ1000
コ0740
コ0730

コ0000

バイト 
アドレス 

035577

001600

001777

032177

032000

031000

030377

030000

001577

001500
コ1570 001570

001000
000740
000730

000000

ファイル 
アドレス 

リレーエリア 
バイト 
アドレス 

ファイル 
アドレス 

バイト 
アドレス 

ファイル 
アドレス 

リレー 
（7168点） 

拡張リレー 
（23552点） 

レジスタ（512バイト） 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

〃 

レジスタ（512バイト、 
異常履歴の格納可） 

オプションユニットデー 
タ格納用（512バイト） 

レジスタ（512バイト） 

E7777

E7000

E6000

E5000

E4000

E3000

E2000

E1000

E0000

99000

89000

79000

69000

59000

49000

39000

29000

19000

09000

025777

025000

024000

023000

022000

021000

020000

017000

016000

015000

014000

013000

012000

011000

010000

007000

006000

005000

004000

①～⑦ の詳細：次ページ参照 

④ I／Oリンク用 
　 フラグ（64点） 

③ オプションユニット 
　   用フラグ（448点） 

TMR／CNT 1000～1777 

用リレー（1024点） 

035600

035777

TMR･CNT･MD 0000～ 

0777の現在値（1024バイト） 

002000

003777

026000

027777

TMR･CNT 1000～1777 

の現在値（1024バイト） 

b0000

b1777

b2000

b3777
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・リレー、拡張リレーの ①～⑦（前ページ参照）

種　　類�

特殊リレー

I／Oリンク用

リレー

ユニットNo.スイッチ�
の設定値�

コ0730～コ0737

コ1000～コ1077

コ1100～コ1177

コ1200～コ1277

コ1300～コ1377

コ1400～コ1477

コ1500～コ1507

コ1510～コ1517

コ1520～コ1527

コ1530～コ1537

コ1540～コ1547

コ1550～コ1557

コ1560～コ1567

コ1570～コ1571

コ1572～コ1573

コ1574～コ1575

コ1576～コ1577

コ2000～コ2077

コ2100～コ2177

コ2200～コ2277

コ2300～コ2377

コ3000～コ3017

コ3020～コ3037

コ3040～コ3057

コ3060～コ3077

コ3100～コ3117

コ3120～コ3137

コ3140～コ3157

コ3160～コ3177

コ3200～コ3217

コ3220～コ3237

コ3240～コ3257

コ3260～コ3277

コ3300～コ3317

コ3320～コ3337

コ3340～コ3357

コ3360～コ3377

バイトアドレス�

オプション

ユニット用リレー

I／Oリンク

用フラグ

０

１

２

３

４

５

６

７

０

１

２

３

４

５

６

７

64点（8バイト）

512点（64バイト）

〃

〃

〃

〃

64点（8バイト）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

16点（2バイト）

〃

〃

〃

512点（64バイト）

〃

〃

〃

128点（16バイト）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

128点（16バイト）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

点数（バイト数）�
容　　量�

2560点

合計点数�

448点

64点

2048点

R0

R1

※

※

－

０

１

２

３

４

０

１

２

３

４

５

６

０

１

２

３

０

１

２

３

特殊I／Oユニット

[基本システム]

用リレー

07300～07377

10000～10777

11000～11777

12000～12777

13000～13777

14000～14777

15000～15077

15100～15177

15200～15277

15300～15377

15400～15477

15500～15577

15600～15677

15700～15717

15720～15737

15740～15757

15760～15777

20000～20777

21000～21777

22000～22777

23000～23777

30000～30177

30200～30377

30400～30577

30600～30777

31000～31177

31200～31377

31400～31577

31600～31777

32000～32177

32200～32377

32400～32577

32600～32777

33000～33177

33200～33377

33400～33577

33600～33777

リレー番号�

4096点

① 

② 

オプション

ユニット用フラグ
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

64点

※ R0、R1はベースユニットのラック番号を示します。
⑥ は次ページに続きます。
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（ユニットNo.スイッチの設定値）

オプションユニット 

I／Oリンクユニット 

JW-21CM、JW-22CM、JW-21MN、JW-25CM、JW-255CM、JW-20FL5 
JW-20FLT、JW-20DN 

JW-23LMH 

JW-264N、JW-262S、JW-21HC、JW-22HC、JW-24AD、JW-22DA 
JW-21DU、JW-22DU、JW-21SU、JW-21PS特殊I／Oユニット 

形　名 

種　　類 ユニットNo.スイッチ の設定値 

コ3400～コ3417 

コ3420～コ3437 

コ3440～コ3457 

コ3460～コ3477 

コ3500～コ3517 

コ3520～コ3537 

コ3540～コ3557 

コ3560～コ3577 

コ3600～コ3617 

コ3620～コ3637 

コ3640～コ3657 

コ3660～コ3677 

コ3700～コ3717 

コ3720～コ3737 

コ3740～コ3757 

コ3760～コ3777 

コ4000～コ4017 

コ4020～コ4037 

コ4040～コ4057 

コ4060～コ4077 

コ4100～コ4117 

コ4120～コ4137 

コ4140～コ4157 

コ4160～コ4177

バイトアドレス 

０ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

０ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

128点（16バイト） 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

128点（16バイト） 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

128点（16バイト） 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

点数（バイト数） 
容　　量 

4096点 

合計点数 

R2

R3

※ 

※ 

０ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

特殊I／Oユニット 

[基本システム] 

用リレー 

34000～34177 

34200～34377 

34400～34577 

34600～34777 

35000～35177 

35200～35377 

35400～35577 

35600～35777 

36000～36177 

36200～36377 

36400～36577 

36600～36777 

37000～37177 

37200～37377 

37400～37577 

37600～37777 

40000～40177 

40200～40377 

40400～40577 

40600～40777 

41000～41177 

41200～41377 

41400～41577 

41600～41777

リレー番号 

1024点 ⑦ 

⑥ 

特殊I／Oユニット 

[リモートI／O子局] 

用リレー 

※ R2、R3はベースユニットのラック番号を示します。 

★ オプションユニット、I／Oリンクユニット、特殊I／OユニットのユニットNo.スイッチ設定につい
て下記に注意してください。

1. オプションユニットとオプションユニットとの間で、ユニットNo.スイッチの設定値を重複させ

ないでください。
2. I／OリンクユニットとI／Oリンクユニットとの間で、ユニットNo.スイッチの設定値を重複さ
せないでください。
3. 同一ベースユニットに実装されている特殊I／Oユニットと特殊I／Oユニットとの間で、ユニッ
トNo.スイッチの設定値を重複させないでください。
4. オプションユニット、I／Oリンクユニット、特殊I／Oユニットの間ではユニットNo.スイッチ
の設定値を重複して使用できます。

留 意 点
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〔２〕ファイルアドレス順

ファイル０のメモリマップをファイルアドレス順に示します。

ファイル 
アドレス 

バイト 
アドレス 

000000

001577
001600
001777
002000

003777

015777
016000

025777
026000

027777

004000

コ0000

コ1577

b0000

b1777
09000

99777
E0000

E7777
b2000

b3777

リレー 
（7168点） 

TMR/CNT 0000～0777 
　　　リレー 

TMR/CNT/MD  
0000～0777 
の現在値 

TMR/CNT 
1000～1777 
の現在値 

　　レジスタ 
（09000～99777） 

TMR/CNT 1000～1777 
　　　リレー 

リレー 
（23552点） 

030000

035577 
 035600
035777

コ2000

コ7577

　　レジスタ 
（E0000～E7777） 

～ 
～ 

～ 
～ 

～ 
～ 

～ 
～ 

～ 
～ 

～ 
～ 

～ 
～ 

～ 
～ 

～ 
～ 

～ 
～ 

～ 
～ 

～ 
～ 
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２－４｠入出力リレーの割付
入力／出力／特殊／オプションユニットのリレー番号は、電源ON時（コントロールユニットの

PROTECTスイッチ：OFF）での自動登録、またはサポートツール（JW30H対応）のI／O登録（自動登

録／テーブル作成）により割り付けられます。

割付は基本／増設ベースユニットのラック／スロット番号ごとに、実装ユニットの種類により、リ

レー点数がJW30Hのコントロールユニットに登録されます。

コントロールユニットのPROTECTスイッチがOFFでシステムメモリ＃247＝0の場合、電源ONで自

動登録されます。また、自動登録後、運転中はPROTECTスイッチをONにするか、＃247＝003octを

書き込み自動登録を禁止にしてしてください。

登録されたリレー番号は、JW30Hのモード変更（停止から運転）時に自己診断により照合されます。照合

の結果、実装ユニットと異なると、コントロールユニットのFAULTランプが点灯し、JW30Hは動作を

停止します。また、異常コード60（テーブル照合エラー）がシステムメモリ＃160に格納されます。

〔１〕I／O登録の種類

JW30HのI／O登録には、「自動登録」と「テーブル作成」の２種類があります。

（１）自動登録

ラック番号０～７の先頭アドレスを、コ0000からの連続アドレスで自動的に設定します。

（２）テーブル作成

増設ベースユニット（ラック番号１～７）に、リレー番号の先頭アドレスを偶数アドレス（コ

0000～コ1577の範囲内）で設定します。

前ラックのリレー番号と次ラックのリレー番号が重複しないようにしてください。

ラック番号３ 

ラック番号２ 

ラック番号１ 

ラック番号０ 

ラック番号７ 

ラック番号６ 

ラック番号５ 

ラック番号４ 

ラック番号３ 

ラック番号２ 

ラック番号１ 

ｺ0000

ラック番号０ 

ラック番号７ 

ラック番号６ 

ラック番号５ 

ラック番号４ 

 

先頭アドレスを設定 

先頭アドレスを設定 

先頭アドレスを設定 

先頭アドレスを設定 

先頭アドレスを設定 

先頭アドレスを設定 

先頭アドレスを設定 

ｺ0000

自　動　登　録 テ　ー　ブ　ル　作　成 
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ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ 
機種名  

入出力リレー 
割付点数 

JW-31CUH1 
 
 
 
 
 
JW-32CUH1 
 
 
 
 
 
JW-33CUH1 
JW-33CUH2 
JW-33CUH3 
 

制御入出力点数 

 

最大実装ユニット数 

8点･16点 
入力/出力ﾕﾆｯﾄ 

32点 
入力/出力/ 
入出力ﾕﾆｯﾄ 

特殊I/Oﾕﾆｯﾄ 
(64点入力/出力) 

 

左記以外のﾕﾆｯﾄ実装可能 
台数(アキｽﾛｯﾄ含む） 
〔　〕内は特殊I/Oﾕﾆｯﾄ 

 512点 
(16点×32) 

512点 
(32点×16) 

512点 
(64点×8) 

1024点 
(16点×64) 

1024点 
(32点×32) 

1024点 
(64点×16) 

1024点 
(16点×64) 

2048点 
(32点×64) 

2048点 
(64点×32) 

3072点 
(32点×32＋64点×32)

32台 
 
0 
 
0 
 
64台 
 
0 
 
0 
 
64台 
 
0 
 
0 
 
0 
 
 
 

1024点 
(16点×32＋16点×32) 

1280点 
(32点×16＋16点×48) 

1024点 
(16点×8＋16点×56) 

1024点 
(16点×64) 

1536点 
(32点×32＋16点×32) 

1024点 
(16点×16＋16点×48) 

1024点 
(16点×64) 

2048点 
(32点×64) 

1024点 
(16点×32＋16点×32) 

1536点 
(32点×32＋16点×32)

0 
 
16台 
 
0 
 
0 
 
32台 
 
0 
 
0 
 
64台 
 
0 
 
32台 

0 
 
0 
 
8台 
 
0 
 
0 
 
16台 
 
0 
 
0 
 
32台 
 
32台 

32台 
 
48台 
 
56台 
 
0 
 
32台 
 
48台 
 
0 
 
0 
 
32台 
 
0

〔32台〕 
 

〔32台〕 
 

〔24台〕 
 
 
 

〔 0 〕 
 

〔16台〕 
 
 
 
 
 

〔 0 〕 
 

 
 

上記は、基本ベースユニットJW-38KB（8スロット）、増設ベースユニットJW-38ZB（8スロット）を 
７台使用した場合です。（合計8スロット×8ラック＝64台） 

■ユニット実装例

〔２〕最大入出力点数と入出力リレーの割付

各コントロールユニットには、最大制御入出力点数があり、また、実装ユニットの種類により、実装可

能台数が異なります。

また、各ユニットの最大制御入出力点数に影響するリレー点数と入出力リレー割付点数は異なりますの

で注意してください。

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ 
機種名 

 

最大入出力リレー 
割付点数 　自動登録　  テーブル作成 

JW-31CUH1 
JW-32CUH1 
JW-33CUH1/2/3 
 

1280点 
1536点 
2048点 

入出力リレー領域 
 

最大制御入出力点数 

 512点 
1024点 
3072点 

ｺ0000～ｺ0237 
ｺ0000～ｺ0277 
ｺ0000～ｺ0377

ｺ0000～ｺ1577

ユニットの種類 

 

入出力リレー 
割付点数 

最大制御入出力点数に 
影響するリレー点数 

８点入力／出力ユニット 
16点入力／出力ユニット 
32点入力／出力／入出力ユニット 

特殊I／O 
ユニット 

64点入力／出力 
64点入力／出力以外 

I／Oリンク親局ユニット 
オプションユニット 
アキスロット 

16点 
16点 
32点 
16点 
16点 
16点 
16点 
16点 

16点 
16点 
32点 
　64点　 
0 
0 
0 
0 
 

最大実装台数 実装可能ラック 

64台 
64台 
64台 
 
32台 

 4台 
 7台 
 － 

ラック0～7 
ラック0～7 
ラック0～7 
 
ラック0～3 

ラック0 
ラック0 
ラック0～7 
 

　(*1)

■各コントロールユニットの最大制御入出力点数

■各ユニットのリレー点数と実装可能台数

(*1)  64点入力／出力ユニットの制御リレーは、特殊I/O用リレー領域（ｺ3000～ｺ3777）を使用します。
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〔４〕サポートツールによるI／O登録

次のサポートツール（JW30H対応）を使用すると、メニュー操作によりI／O登録できます。操作方

法は各機種の取扱説明書を参照願います。

［JW30H対応のサポートツール］

・JW-14PG ・JW-100SP

・JW-13PG（ B マーク付） ・JW-92SP（Ver 5.5以上）

・JW-50PG（Ver 5.5以上） ・JW-52SP（Ver 5.5以上）

〔３〕入出力リレー番号の割付例

（１）自動登録時の例

下記システム構成でのリレー番号を示します。

（２）テーブル作成時の例

下記システム構成で、ラック番号１の先頭アドレスをコ0200に設定した場合のリレー番号を示し

ます。

ラック番号１ 

02000

02017

02020

02037

02040

02057

02060

02077

02100

02137

02140

02157

02160

02177

02200

02217

16点入力ユニット 
16点出力ユニット 
８点入力ユニット 
８点出力ユニット 

特殊ユニット 
アキスロット 
特殊（64点出力）ユニット 
32点入力ユニット 

ラック番号０ 

00000

00017

00020

00037

00040

00057

00060

00077

00100

00137

00140

00157

00160

00177

00200

00217

16点入力ユニット 
16点出力ユニット 
８点入力ユニット 
８点出力ユニット 

特殊／I／Oリンク／オプションユニット 
アキスロット 
特殊（64点出力）ユニット 
32点入力ユニット 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト 

電
源
ユ
ニ
ッ
ト 

ラック番号１ 

00220

00237

00240

00257

00260

00277

00300

00317

00320

00357

00360

00377

00400

00417

00420

00437

16点入力ユニット 
16点出力ユニット 
８点入力ユニット 
８点出力ユニット 

特殊ユニット 
アキスロット 
特殊（64点出力）ユニット 
32点入力ユニット 

ラック番号０ 

00000

00017

00020

00037

00040

00057

00060

00077

00100

00137

00140

00157

00160

00177

00200

00217

16点入力ユニット 
16点出力ユニット 
８点入力ユニット 
８点出力ユニット 

特殊／I／Oリンク／オプションユニット 
アキスロット 
特殊（64点出力）ユニット 
32点入力ユニット 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト 

電
源
ユ
ニ
ッ
ト 



3・1

　　  第   ３   章　｠　パ｠ラ｠メ｠ー｠タ｠メ｠モ｠リ
３－１｠特殊I／Oユニットのパラメータ

特殊I／Oユニット（JW-21HC、JW-22HC、JW-24AD、JW-22DA、JW-21PS、JW-21SU）の動作条件

を設定します。使用領域は特殊I／OユニットのユニットNo. スイッチにより決定されます。

１ユニット当り128バイトを使用します。

T-00

T-01

T-02

T-03

T-04

T-05

T-06

T-07

000～177

000～177

000～177

000～177

000～177

000～177

000～177

000～177

０

１

２

３

４

５

６

７

ユニットNo.�
スイッチの�
設定値� ラック０�

T-10

T-11

T-12

T-13

T-14

T-15

T-16

T-17

000～177

000～177

000～177

000～177

000～177

000～177

000～177

000～177

ラック１�

T-20

T-21

T-22

T-23

T-24

T-25

T-26

T-27

000～177

000～177

000～177

000～177

000～177

000～177

000～177

000～177

ラック２�

パラメータアドレス�

T-30

T-31

T-32

T-33

T-34

T-35

T-36

T-37

000～177

000～177

000～177

000～177

000～177

000～177

000～177

000～177

ラック３�

T-40

T-41

T-42

T-43

T-44

T-45

T-46

T-47

000～177

000～177

000～177

000～177

000～177

000～177

000～177

000～177

リモートI／O子局�

JW30H未対応のサポートツール（JW-12PG等、JW-2PGは除く）を使用してパラメータを設定する場

合は、ファイルEのファイルアドレスに設定します。ファイルEのファイルアドレスに設定する場

合、システムメモリ＃260＝50HEXを設定する必要があります。（JW50H/70H/100Hと認識）

000000～000177

000200～000377

000400～000577

000600～000777

001000～001177

001200～001377

001400～001577

001600～001777

002000～002177

002200～002377

002400～002577

002600～002777

003000～003177

003200～003377

003400～003577

003600～003777

004000～004177

004200～004377

004400～004577

004600～004777

005000～005177

005200～005377

005400～005577

005600～005777

006000～006177

006200～006377

006400～006577

006600～006777

007000～007177

007200～007377

007400～007577

007600～007777

010000～010177

010200～010377

010400～010577

010600～010777

011000～011177

011200～011377

011400～011577

011600～011777

０

１

２

３

４

５

６

７

ユニットNo.�
スイッチの�
設定値� ラック０� ラック１� ラック２�

ファイルEのファイルアドレス（８進）�

ラック３� リモートI／O子局�

パラメータの内容は各特殊I／Oユニットのユーザーズマニュアルを参照願います。
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３－２｠オプションユニットのパラメータ
オプションユニット（JW-21CM等）の動作条件を設定します。

使用領域はオプションユニットのユニットNo. スイッチにより決定されます。

１ユニット当り64バイト使用します。

JW30H未対応のサポートツール（JW-12PG等、JW-2PGは除く）を使用してパラメータを設定する場

合は、ファイルEのファイルアドレスに設定します。ファイルEのファイルアドレスに設定する場

合、システムメモリ＃260＝50HEXを設定する必要があります。（JW50H/70H/100Hと認識）

パラメータの内容はオプションユニットのユーザーズマニュアルを参照願います。

0

1

2

3

4

5

6

00～77

00～77

00～77

00～77

00～77

00～77

00～77

012000～012077

012100～012177

012200～012277

012300～012377

012400～012477

012500～012577

012600～012677

ユニットNo.�
スイッチ�

パラメータ�
アドレス�

ファイルEのファイル�
アドレス（８進）�
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　　  第   ４   章　｠　プ｠ロ｠グ｠ラ｠ム｠メ｠モ｠リ
プログラムメモリとは、ユーザープログラムを書き込む領域で、PCが運転中はプログラムの先頭か

ら順次読み出し、プログラム内容に応じて演算します。

JW30Hではコントロールユニットによりプログラム容量が異なります。

プログラムメモリの容量を表現するとき、一般にバイト数ではなく、語数を用います。

（１Kバイトは0.5K語と表現）

１Kは1024を示します。従って、7.5K語は7680語となります。

　　　 プログラムメモリをクリアすると、最終アドレスにはEND命令（F-40）、その他のアドレスにはNOP
　　　　  命令（演算しない命令）が書き込まれます。

　　　　  プログラムアドレスは８進数で表現しますが、システムメモリ（#115）の設定により、JW-13PG等の

　　　　  サポートツールの表示を8進/10進/16進から選択できます。

命令には１語命令、２語命令、３語命令、４語命令があり、１語は２バイトで構成しています。

JW30H
JW-31CUH/H1 
（15Kバイト） JW-32CUH 

（31Kバイト） 
JW-32CUH1 
JW-33CUH/H1 
（63Kバイト） 

JW-33CUH2/H3 
（126Kバイト） 

３語命令 
４語命令 

２語命令 

１語命令 
代表的な命令 使用バイト数 

６ 
８ 

４ 

２ STR、AND等（リレー番号00000～15777OCTを使用時） 

F–00、F–01等 
F–10、F–11等 

TMR、CNT等 
STR、AND等（リレー番号20000～75777OCTを使用時） 

コントロール 
ユニット 

�

JW-31CUH/H1 
JW-32CUH 
 
 
JW-33CUH/H1 
 

プログラムメモリ 
容量（語数） 

プログラムアドレス 

８進数 10進数 16進数 

7.5K語 
15.5K語 
15.5K語 
31.5K語 
31.5K語 

63.0K語 

00000～16777 
00000～36777 
00000～36777 
00000～76777 
00000～76777 
000000～076777 
100000～176777

00000～07679 
00000～15871 
00000～15871 
00000～32255 
00000～32255 
00000～32255 
32678～65023

0000～1DFF 
0000～3DFF 
0000～3DFF 
0000～7DFF 
0000～7DFF 
0000～7DFF 
8000～FDFF

（*1）JW-32CUH1は、ユニット内部スイッチにより、プログラムメモリ容量を15.5K語または、 
　　　31.5K語に設定します。 

JW-32CUH1（*1） 
 

JW-33CUH2/H3 
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　・JW-33CUH2/H3のプログラムメモリは、前半部分のファイル８（000000～076777）と後半部分のファ
　　イル９（100000～ 176777）があります。
　・ファイル９は、JUMP命令（F-141、F-151）による分岐先、およびCALL命令（F-142、F-148）によ
　　るサブルーチンプログラムの格納先として使用します。

【JW-33CUH2/H3のプログラムメモリ使用時の注意事項】

　・ファイル８とファイル９を跨ぐような命令語の書込、挿入、削除はできません。
　・検索、プログラムチェックの範囲は全エリアに対して行います。
　 ・ファイル９で異常が発生した場合、システムメモリ#052、#053には、異常アドレス（100000～176777）
　　がそのまま格納されます。

ファイル８　　　　　　　　　　　　　　ファイル９ 

ＥＮＤ 

アドレス 
000000 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

076776 
076777 
 

F-141 
JMP LB0000

F-140 
LABL LB0000

ＥＮＤ 

アドレス 

100000 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

176776 
176777 
 

JUMP

 

 
 

ファイル８　　　　　　　　　　　　　　ファイル９ 

ＥＮＤ 

アドレス 
000000 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

076776 
076777 
 

F-142 
CALL LB0001

F-140 
LABL LB0001

ＥＮＤ 

アドレス 

100000 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

176776 
176777 
 

CALL

 

 
 

F-143 
RET
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　　  第   ５   章　｠　シ｠ス｠テ｠ム｠メ｠モ｠リ
システムメモリはJW30Hの各種機能を設定するのに使用します。

５－１｠システムメモリ
システムメモリは＃0000～＃2177の1152バイトのメモリで、電池でバックアップしています。

下記はユーザーに開放されたメモリ番号ですが、これ以外のメモリ番号は予約領域のため、データ

を書き込まないでください。

＃010

＃011

＃012

＃013

＃014

＃015

＃016

＃017

＃030

＃031

＃032

＃033

＃034

＃035

＃046

＃050

＃051

＃052

＃053

＃114

＃115

＃136

＃160

＃161

＃162

＃163

＃164

＃165

＃166

＃167

＃170

＃171

＃172

＃173

＃174

＃175

＃176

＃177

時刻
5・3

5・4

5・4

5・4

5・7

5・7

5・8

5・8

5・5

5・6

5・6

秒
分
時
日
月
年
曜日
ｺﾝﾄﾛｰﾙ
下位
上位
下位
上位
下位
上位

下位
上位

０

０

０

０
０
０

０
０
０

０

０

ｼｽﾃﾑﾒﾓﾘ番号 
8進（OCT） 

初期値 内　　　容 詳細 
ページ 

時計のモニタ（BCD）

　JW-32CUH/H1

　JW-33CUH/H1/H2/H3

JW-31CUH/H1には機能なし

スキャンタイムの最小値のモニタ
　　　　　（BCD）
毎スキャンタイムの現在値のモニタ
　　　　　（BCD）
スキャンタイムの最大値のモニタ
　　　　　（BCD）

プログラムの異常アドレスのモニタ
　　　　　（OCT）

異常を検知したI／Oのラック、スロットのモニタ（OCT）
異常オプションユニットのスイッチ番号のモニタ
異常I／Oリンク親局ユニットのスイッチ番号のモニタ

サポートツールでの数値表現指示

ツール機種の設定

自己診断結果の異常コード

オプションユニットの異常コード 5・8
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＃201 
＃202 
＃206 
＃207 
＃210 
＃211 
＃220 
＃222 
＃223 
＃224 
＃225 
＃226 
＃227 
＃230 
＃231 
＃232 
＃233 
＃234 
＃235 
＃236 
＃237 
＃240 
＃241 
＃242 
＃243 
＃246 
＃247 
＃250 
＃251 
＃252 
＃253 
＃255 
＃256 
＃257 
＃260

０ 
０ 
002OCT 
０ 
０ 
０ 
０ 
０ 
０ 
０ 
０ 
300OCT 
１ 

5・8 
5・8 
5・8 
5・9 
5・9 
5・9 
5・9 
5・9 
5・9

5・16 
5・16

5・17 
5・17 
5・17 
5・17

5・10 
5・11

5・10

5・11

０ 

下位 
上位 
下位 
上位 

０ 

０ 
０ 
０ 
０ 
０ 
377OCT 
０ 
０ 

010DCML 
０ 
000OCT 
060OCT 
000OCT 
060OCT 
０ 
200OCT 
不定 
０ 
 
 

ｼｽﾃﾑﾒﾓﾘ番号 
8進（OCT） 

初期値 内　　　容 詳細 
ページ 

キープリレー領域の設定 
　　　（OCT） 
出力保持アドレスの設定 
　　　（OCT） 

下位 
上位 
下位 
上位 

キープリレー領域の設定（拡張エリア） 

出力保持アドレスの設定（拡張エリア） 

TMRのリセット条件設定 
CNTのリセット条件設定 
ヒューズ断検出時、運転継続／停止の設定 
オプションユニット異常時、運転継続／停止の設定 
異常履歴格納領域の使用選択 
I／Oリンク親局ユニット異常時、運転継続／停止の設定 
コメントメモリ使用領域の先頭ファイル番号の設定 
PG/COMM２ポートの通信方式設定 
時計機能の選択 
 
 
一定スキャン時間の設定 
10msタイマ機能の設定 

コメントメモリ使用領域の設定 

コミュニケーションポート２の設定 

コミュニケーションポート１の設定 

割込処理の設定 

瞬停検出時間延長の設定 
I／Oアドレスの登録方法の設定 

ROM運転モードの設定 
ROM格納領域の設定 
BCCチェックコード 
機種モード 

5・12

5・13

5・13

5・14

5・11

5・12

システムメモリ番号はJW30H対応サポートツールにより８進／10進／16進に変換できます。 
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５－２｠システムメモリの内容

秒：00～59（BCD） 

分：00～59（BCD） 

時：00～23（BCD） 

日：01～31（BCD） 

内　　容 設定項目 

時計機能 

JW-32CUH/H1 
JW-33CUH/H1 
/H2/H3

ｼｽﾃﾑﾒﾓﾘ 
番号(OCT)

＃010 

＃011 

＃012

＃013

＃014

＃015

＃016

＃017

コントロールユニット内の回路により月ごとの「日 
付」と、「うるう年」の計算を自動的に行います。 

年：00～99（BCD） 

曜日：00～06（BCD） 

コントロール：コントロールは、システムメモリ＃017のビットセットで働きます。 

・30秒補正 … 010OCTをセットすると0～29秒は0秒となります。 
　　　　　　 30～59秒では0秒となり1分の桁上げとなります。 
・時刻合せ … 001OCTで時計を停止し、＃010～016に時刻を入力し 
　　　　　　｠ます。つづいて200OCTを書き込み、時刻をセットし 
　　　　　　｠ます。時刻をセットするとD0とD7はOFFになり時計 
　　　　　　｠が動作します。 
（注）001OCTをセットするとシステムメモリ＃010～＃016、レジスタ 
　　　99770～99776の表示は更新しませんが、（見かけ上時計停止） 
　　　内部での時計は動作しています。 

月：00～12（BCD） 

西暦の下２桁を表わします。うるう年の自動 
判別は４年ごとの判別のみです。 
（96年、00年、04年はうるう年と判別します。） 

時刻をセットするときの曜日に合わせてくだ 
さい。日付が変るごとに00～06に順次変化し 
ます。曜日については、年月日設定による計 
算はしません。 

曜　日 

BCD値 

日 

00

月 

01

火 

02

水 

03

木 

04

金 

05

土 

06

D7内容 

時刻 
合せ 

未使用 未使用 
時刻 
モニタ 

時計 
停止 
時計 
運転 

ON

OFF

30秒 
補正 

D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

・システムメモリ＃223が000OCTのとき、レジスタ99770～99777を使用して、PCのプログラムでも 
　時刻をセットできます。2・8ページ「時計機能で使用する領域」を参照してください。 
・プログラマ（JW-14PG等）を使用すると「イニシャルモード」で時刻設定できます。 
・時計機能はバッテリでバックアップしています。 



5・4

スキャンタイムの最小値を格納します。格納値はBCD値です。 
［例］モニタしたBCD値が0020のとき、スキャンタイムの最小値は 
　　　20msです。 スキャンタイム 

の最小値 
のモニタ 

＃030 
＃031 ００２０ 

＃030でモニタ（下位桁） 
＃031でモニタ（上位桁） 

スキャンタイムの現在値を格納します。格納値はBCD値です。 
［例］モニタしたBCD値が0050のとき、スキャンタイムの現在値は 
　　　50msです。 毎スキャン 

タイムの 
現在値のモニタ 

＃032 
＃033 ００５０ 

＃032でモニタ（下位桁） 
＃033でモニタ（上位桁） 

スキャンタイムの最大値を格納します。格納値はBCD値です。 
［例］モニタしたBCD値が0100のとき、スキャンタイムの最大値は 
　　　100msです。 スキャンタイム 

の最大値 
のモニタ 

＃034 
＃035 ０１００ 

＃034でモニタ（下位桁） 
＃035でモニタ（上位桁） 

・スキャンタイムの測定は、電源投入時より行います。 
　スキャンタイムの最小値と最大値は、運転から停止（プログラムモード）に変更したとき、停止 
　直前までの測定結果を格納しています。また停止から運転に変更したときは、それまで格納して 
　いた最小値と最大値はクリアし、新しく検出した最小値と最大値を格納します。 
　スキャンタイムの測定誤差は±1msです。 
・スキャンタイムは入出力処理開始と同時に時間を測定しています。 

PCのI／O 
サイクル 

入出力 
処理 

入出力 
処理 プログラム演算 待時間 

測定時間 

オプション処理 PG/COMMポート処理 
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PCの入出力処理中に下記異常を検出すると、最初に異常検出したラッ 
ク番号とスロット番号を格納します。異常ユニットを特定するための 
参考データになります。（異常内容により正しいラック番号とスロッ 
ト番号が格納されない場合があります） 

［ラック番号とスロット番号のビット配置］ 

異常を検知した 
I／Oスロット 
番号のモニタ 

＃046

I／Oデータバスエラー…………… 44 
出力データチェックエラー……… 42 
実装ユニットエラー……………… 40 
I／Oベースエラー………………… 48 
テーブル照合エラー……………… 60 
ユニットNo. スイッチ照合エラー……… 61 
テーブル登録エラー……………… 70 
ユニットなしエラー……………… 71 
I／O点数オーバーエラー………… 72 
ユニットNo. スイッチ設定エラー……… 73

24 1 8 4 2 1

6 5 4 3 2 1 0

ラック番号 スロット番号 

異常コード（BCD） 

［例］ 基本ベースユニット：JW-28KB/38KB

増設ベースユニット：JW-38ZB

I／Oユニット用スロット７ 
　　　　　〃　　　　　６ 
　　　　　〃　　　　　５ 
　　　　　〃　　　　　４ 
　　　　　〃　　　　　３ 
　　　　　〃　　　　　２ 
　　　　　〃　　　　　１ 
　　　　　〃　　　　　０ 

I／Oユニット用スロット７ 
　　　　　〃　　　　　６ 
　　　　　〃　　　　　５ 
　　　　　〃　　　　　４ 
　　　　　〃　　　　　３ 
　　　　　〃　　　　　２ 
　　　　　〃　　　　　１ 
　　　　　〃　　　　　０ 

・ラック番号は基本ベースユニットが「0」、増設ベースユニットはラ
ック番号スイッチの設定値になります。なお、I／Oバス拡張アダ
プタ使用時は、増設ベースユニット（JW-34ZB/36ZB/38ZB）とI／O
バス拡張アダプタ（JW-32EA）のラック番号スイッチの組み合せで
ラック番号が決まります。 
　スロット番号は、基本／増設ベースユニットのI／Oユニット用ス
ロットの番号を格納します。 
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自己診断の結果、システムメモリ＃160に異常コード53（オプション 
異常）を格納しているとき、本システムメモリをモニタすると、基 
本ベースユニットに実装している異常オプションユニットのスイッ 
チ番号を確認できます。 
スイッチ番号は、ビットパターンで表示します。 

［例］下記のように表示しているときは、スイッチ番号2のオプショ 
　　　ンユニットが異常であることを示します。 

・オプションユニットは、基本ベースユニットに最大7台まで実装で 
　きます。 
・増設ベースユニットには、オプションユニットを実装できません。 

異常オプションユ 
ニットのスイッチ 
番号のモニタ 

＃050

67 5 4 3 2 1 0

□ …… 正常 
■ …… 異常 

スイッチ0 
スイッチ1 
スイッチ2 
スイッチ3 
スイッチ4 
スイッチ5 
スイッチ6

自己診断の結果、システムメモリ＃160に異常コード53（オプション 
異常）を格納しているとき、本システムメモリをモニタすると、基 
本ベースユニットに実装している異常I／Oリンク親局ユニットのス 
イッチ番号を確認できます。 
スイッチ番号は、ビットパターンで表示します。 

［例］下記のように表示しているときは、スイッチ番号2のI／Oリン 
　　　ク親局ユニットが異常であることを示します。 

・I／Oリンク親局ユニットは、基本ベースユニットに最大4台まで実 
　装できます。 
・増設ベースユニットには、I／Oリンク親局ユニットを実装できま 
　せん。 

異常I／Oリンク 
親局ユニットの 
スイッチ番号の 
モニタ 

＃051

67 5 4 3 2 1 0

□ …… 正常 
■ …… 異常 

スイッチ0 
スイッチ1 
スイッチ2 
スイッチ3
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自己診断の結果、システムメモリ＃160に異常コード24（命令コード
チェック異常）を格納しているとき、本システムメモリをモニタす
ると、ユーザープログラム中の異常発生アドレスを確認できます。
異常発生アドレスは、ビットパターンで表示します。

命令語を３パターンに分類してそれぞれを何進数で表示するかを選
択します。また、データメモリ（リレー／タイマ・カウンタ／レジ
スタ番号）・プログラムアドレス・ラベルの３種類も選択します。

・命令群の分類

定数がある転送／比較命令
F-01、F-01w、F-07、F-07w、F-08、F-08w、Fc12、Fc12w、Fx12、
Fx12w、F-71、F-71w、F-91、Fc180、Fc180w、Fc181、Fc181w、
Fc182、Fc182w、Fc183、Fc183w、Fc184、Fc184w、Fc185、Fc185w

ビットパターン指定に定数がある命令 
Fc13、Fc13w、Fx13、Fx13w、Fc14、Fc14w、Fx14、Fx14w、Fc17、
Fc17w、Fx17、Fx17w、Fc18、Fc18w、Fx18、Fx18w、

バイト数指定に定数がある命令 
F-67、F-68、F-70、F-70w、F-72、F-72w、F-73、F-73w、F-74、
F-74w、F-79、F-79w、F-144、F-174、F-175、F-252、F-253

［例］下記のように表示しているときは、ユーザープログラム中の
　　　アドレス1300番地（８進数）が異常であることを示します。

アドレス／リ
レー／レジスタ
／ラベル／応用
命令にて、8／
10／16進の選択

＃114 
＃115

ユーザープロ
グラムの異常
アドレスの
モニタ

＃052 
＃053

□ …… 0

■ …… 1

5桁目 4桁目

＃053 ＃052

3桁目 2桁目 1桁目6桁目

0 1

＃053 ＃052

3 0 00

0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0 7 6 5 4 3 2 1 0

データメモリ
プログラムアドレス

ラベル

命令群A-1
命令群A-2

命令群A-3

＃115 ＃114

各２ビットの設定値の内容は次のとおりです。

各２ビットの設定値
00
01
10
11

内　　容
初期値
８進表示
10進表示
16進表示

A-1群

A-2群

A-3群

システムメモリアドレス
パラメータアドレス

初期値は＃114の場合、9・19
～297ページの各応用命令の説明
で記述している進数です。 
＃115の場合、8進数です。 
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プログラマJW-2PGをJW30Hに接続する場合、JW30Hにツール機種を 
設定します。 
　002 OCT … JW-2PGとの接続 
　002 OCT 以外 … JW-2PG以外との接続（初期値：000OCT） 

ツール機種の 
設定 

＃136

自己診断の結果、異常と判断した場合、異常内容に応じ、異常コード 
を格納します。 
・＃160～＃167はシフトレジスタとして働き、8回の異常発生を記憶で 
　きます。異常コードの詳細は「自己診断」を参照してください。 
・異常発生の時刻を含めた情報はE7600～E7777に格納します。 
　2・10ページ「異常履歴格納領域」を参照してください。 
・異常が解消してもクリアしませんので、クリアする必要があるとき 
　は、サポートツールで0を書き込んでください。 

自己診断結果 
の異常コード 

＃160 
～＃167

オプションユニットの自己診断の結果、異常と判断した場合、異常内 
容に応じ異常コードを格納します。 
・＃170～＃177はシフトレジスタとして働き、8回の異常発生を記憶で 
　きます。異常コードの詳細はリンクユニットJW-21CM等の「取扱説 
　明書」を参照してください。 
・異常発生の時刻を含めた情報は、E6000～E7577にオプションユニッ 
　トのユニットNo.スイッチの設定内容ごとに格納します。 
　2・10ページ「異常履歴格納領域」を参照してください。 
・すべてのオプションユニットが＃170～＃177を共用します。 
・異常が解消してもクリアしませんので、クリアする必要があるとき 
　は、サポートツールで0を書き込んでください。 

オプション 
ユニットの 
異常コード 

＃170 
～＃177

TMR命令の復電時の状態を設定します。 
　000 OCT … 復電時リセット（初期状態） 
　001 OCT … 復電時の状態記憶 
・TMR命令はDTMR(BCD)、DTMR(BIN)、UTMR(BCD)、UTMR(BIN) 
　も含みます。 

CNT命令、応用命令（下記）のリセット入力条件を設定します。 
　000 OCT … ONでリセット（初期状態） 
　001 OCT … OFFでリセット 
・CNT命令はDCNT(BCD)、DCNT(BIN)、UCNT(BCD)、UCNT(BIN)も 
　含みます。 
・応用命令の種類 
　　Ｆ－６０   （F／B SFR） 
　　Ｆ－６０w（F／B SFR） 
　　Ｆ－６０d （F／B SFR） 
　　Ｆ－６２   （U／D C） 
　　Ｆ－６２w（U／D C） 
　　Ｆ－６２d （U／D C） 

TMRのリセット 
条件設定 

＃201

CNTのリセット 
条件設定 

＃202
Ｆ－１６０（NSFR） 
Ｆc１６０｠（NSFR） 
Ｆ－２６１（RCNT） 
Ｆc２６１｠（RCNT） 

出力ユニット（JW-262S）でヒューズ断（異常コード49）を検出した
ときPC運転の継続又は停止を設定します。
　000 OCT …… 運転継続
　010 OCT …… 停止
初期状態は０００に設定されています。

ヒューズ断検出
時運転継続／停
止の設定

＃206
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オプションユニットでユニット異常（異常コード53）を検出したとき
PC運転の継続又は停止を設定します。
設定はオプションユニットのユニットNo. スイッチ番号のビットをON

すると運転継続になります。

初期状態は０００で全ビット停止状態（□）です。

I／Oリンク親局
ユニット異常時
運転継続／停止
の設定

PG／COMM２ 
ポートの通信 
方式設定 

＃211

オプションユニ
ット異常時
運転継続／停止
の設定

＃207 67 5 4 3 2 1 0

67 5 4 3 2 1 0 ← オプションユニットのユニット
　 No. スイッチ番号

□ …… 停止
■ …… 運転継続

I／Oリンク親局ユニットでユニット異常（異常コード53）を検出した
ときPC運転の継続又は停止を設定します。
設定はI／Oリンク親局ユニットのユニットNo. スイッチ番号のビット
をONすると運転継続になります。

初期状態は０００で全ビット停止状態（□）です。

※ 02と04の設定は、JW30HｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄのJW-32CUH1/33CUH1/ 
　 33CUH2/33CUH3ではｿﾌﾄﾊﾞｰｼﾞｮﾝがVer3.5以上、JW-32CUH/ 
　 33CUHではVer3.0以上で可能です。 

RS-232C（RTS信号は通電中ON） 
RS-422A（４線式の１：１接続のみ） 
RS-232C接続のみ（RTS信号はデータ送信中OFF、 
　　　　　　　　　　　　　  データ送信中以外ON） 
・RTS信号でフロー制御時に設定してください。 
（注）サポートツールを使用できません。 
RS-422A接続のみ（４線式の１：Ｎ接続が可能） 

67 5 4 3 2 1 0

3 2 1 0 ← I／Oリンク親局ユニットのユニット
　 No. スイッチ番号

□ …… 停止
■ …… 運転継続

［JW-33CUH2/H3］ 

＃220

時計機能をレジスタ上でコントロールするための設定です。使用状態
にするとPCプログラムで時刻合せができます。
　000 OCT … レジスタ使用（初期状態）
　001 OCT … 非使用
レジスタは99770～99777を使用します。2･8ページ「時計機能で使用す
る領域」を参照してください。
・JW-31CUH/H1を使用しているときのシステムメモリ＃223は予約領域です。 

時計機能の選択

JW-32CUH/H1 
JW-33CUH/H1 
/H2/H3

＃223

JW-32CUH/H1 
JW-33CUH/H1 
/H2/H3

異常コードを格納するレジスタ領域を選択します。
　000 OCT … 非使用
　002 OCT … レジスタE6000～E7777 OCT（初期値：002OCT）

異常格納領域の
選択

＃210

コメントメモ
リ使用領域の
先頭ファイル
番号の設定 

ファイル番号が2桁のファイルメモリをコメントメモリに使用する場
合、先頭ファイル番号01～03、10～2CHEXを設定します。 
ただし、その場合は＃224の先頭ファイル番号は0にしておく必要があ
ります。 

＃222

コミュニケーションポート２（PG／COMM２ポート）の通信方式を
設定します。 

通信方式 設定値（HEX） 

００ 

０２※ 

０４※ 
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多機能プログラマおよびJWモデル用ラダーソフトでリレー・タイマ、 
カウンタ・レジスタ及びF-90（REM）命令のコメントをPCに書き込む 
（PCから読み出す）コメントメモリの先頭アドレスとバイト数を設定 
します。 

・先頭ファイル番号 …… コメントに使用するファイル番号（1,2,3）です。 
ファイルアドレスは000000から使用します。 

・コメント種類 
　１HEX …… JW-92SP（V4.0A以前）のシンボル・コメントでシンボル 
　　　　　（半角６文字）のみをPC本体に設定します。（8バイト単位） 
　３HEX …… JW-92SP（V4.0A以前）のシンボル・コメントでシンボル 
　　　　　（半角６文字）とコメント（半角24文字）をPC本体に設定 
　　　　　　します。（32バイト単位） 
　８HEX …… JW-92SP（V5.0以降）、JW-52SPのシンボル・コメントで 
　　　　　　シンボル（半角16文字）のみPC本体に設定します。 
　　　　　（20バイト単位） 
　 A HEX …… JW-92SP（V5.0以降）、JW-52SPのシンボル・コメントで 
　　　　　　シンボル（半角16文字）とコメント（半角28文字）をPC 
　　　　　　本体に設定します。（48バイト単位） 
・コメントメモリバイト数 …… ８Kバイト単位です。設定値×８Kバ 

イトになります。 
初期値は＃224、＃225ともに000です。 
（注2）機種により、コメントメモリとして使用できるファイルメモリ 

が異なります。 
 

コメントメモリ 
使用領域の設定 

＃224 
＃225

＃224
67 5 4 3 2 1 0

先頭ファイル番号 コメント種類 

＃225 コメントメモリバイト数 

PCのスキャンタイムを任意に設定できます。設定はBCD値で01～99msです。 

初期状態は00に設定されています。 
スキャンタイムの設定よりプログラム演算が長くかかるときは、プロ 
グラム演算時間でPCスキャンタイムが決まります。 
PCスキャンタイムは入出力処理開始と同時に時間を測定しています。 

設定時間ｎ精度＝設定値　｠msです。 

コンスタント 
スキャン 

＃226

最小スキャン 
01～99msのスキャンタイム 

00（BCD） 
01～99（BCD） 

PCのスキャン時間 ＃0226設定 

－0 
＋1

（注1）JW-33CUH2/H3でファイル番号10～2CHEXを先頭ファイル番号
にする場合、＃220に設定します。その場合＃224の先頭ファ
イル番号は0にしておく必要があります。 

（注3）ファイル1の次はファイル2、ファイル2の次はファイル3、フ
ァイル3の次はファイル10とコメントメモリバイト数に応じて
ファイル間を連続で使用されます。 

PCのI／O 
サイクル 

入出力 
処理 

入出力 
処理 プログラム演算 待時間 

測定時間 

オプション処理 PG/COMMポート処理 
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ビットのON／OFFでTMR0400～0777の各領域を、10ms／100msタイマ 
に設定できます。 

10msタイマ機能 
の選択 

＃227

345OCTに設定するとTMR0700～0777のみ10msタイマになります。 
DTMR、UTMRでは100msタイマとしてのみ動作し、10msタイマになり 
ません。 

キープリレー 
領域の設定 

＃230 
＃231

67 5 4 3 2 1 0
0 0 0 0

TMR0400～0477 
TMR0500～0577 
TMR0600～0677 
TMR0700～0777

1(ON)…10msタイマ 
0(OFF)…100msタイマ 

初期状態：000OCT

000000～001577 
030000～035577

コ0000～コ1577 
コ2000～コ7577

設定範囲（ワード、8進） 
#230、#231 
#250、#251

バイトアドレス 

キープリレー 
領域の設定 

（拡張リレーエリア） 

＃250 
＃251

キープリレー領域を初期状態から増減したい場合に設定します。 
設定は8点単位で行い、設定数値はファイルアドレスを8進数で設定し
ます。 

キープリレー領域は設定したバイトアドレスのリレー以降最終バイト
アドレス（コ1577、コ7577）のリレーとなります。 

［例］02000以降（02000～15777）をキープリレーに設定する場合 

0

0

ファイルアドレス000200（バイトアドレスコ0200） 

0 0

0

0
#231
0 0 0 0

0

1

2

0 0

0

0
#230
0 0 0 0

0

#230＝200OCT 
#231＝000OCT

［例］07000以降（07000～15777）をキープリレーに設定する場合 
（初期状態） 
 
0

0

ファイルアドレス000700（バイトアドレスコ0700） 

0 0

0

0
#231
0 0 0 1

0

1

7

1 0

0

0
#230
0 0 0 0

0

#230＝300OCT 
#231＝001OCT

［例］20000以降（20000～75777）をキープリレーに設定する場合 
（初期状態） 

0

0

ファイルアドレス030000（バイトアドレスコ2000） 

0 1

3

1
#251
0 0 0 0

0

0

0

0 0

0

0
#250
0 0 0 0

0

#250＝000OCT 
#251＝060OCT

（初期値） 

（初期値） 
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000000～001577 
030000～035577

コ0000～コ1577 
コ2000～コ7577

設定範囲（ワード、8進） 
#232、#233 
#252、#253

バイトアドレス 

出力保持領域は設定したバイトアドレスのリレー以降最終バイトアド
レス（コ1577、コ7577）のリレーとなります。 

［例］00200以降（00200～15777）を出力保持に設定する場合 

0

0

ファイルアドレス000020（バイトアドレスコ0020） 

0 0

0

0
#233
0 0 0 0

0

0

0

0 0

2

1
#232
0 0 0 0

0

#232＝020OCT 
#233＝000OCT

［例］00000以降（00000～15777）を出力保持に設定する場合 
（初期状態） 
 
0

0

ファイルアドレス000000（バイトアドレスコ0000） 

0 0

0

0
#231
0 0 0 0

0

0

0

0 0

0

0
#230
0 0 0 0

0

#232＝000OCT 
#233＝000OCT

［例］20000以降（20000～75777）を出力保持に設定する場合 
（初期状態） 

0

0

ファイルアドレス030000（バイトアドレスコ2000） 

0 1

3

1
#253
0 0 0 0

0

0

0

0 0

0

0
#252
0 0 0 0

0

#252＝000OCT 
#253＝060OCT

（初期値） 

（初期値） 

本体停止時に出力ユニットの出力を保持する出力リレーの先頭アドレ 
スを設定します。 
設定は8点単位で行い、設定数値はファイルアドレスを8進数で設定し 
ます。 

出力保持 
アドレスの 
設定 

＃232 
＃233

出力保持 
アドレスの 
設定 

（拡張リレーエリア） 

＃252 
＃253

出力保持を解除した領域は、PCをプログラムモードに切換えたり、 
自己診断の結果PCの運転が停止したときに出力ユニットのラッチをリ 
セットし、出力がOFFとなります。 

自己診断の結果、異常を検知しPCの運転が停止する場合、異常内容に 
よっては、出力保持を解除した領域の出力ユニットをOFFにできない場 
合があります。PC異常時にOFFにする必要がある出力は、電源ユニッ 
トの停止出力を直列に接続してください。 

00100 00011

モニタモード プログラムモード プログラムモード モニタモード モニタモード 

PC運転  PC停止  PC運転  PC運転  PC停止  

入力 
00100

出力 
00011

(a)

(a)……00011が出力保持領域にあるとき 
(b)……00011が出力保持解除領域にあるとき 
 

(b)

（例） 
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コミュニケーションポート１（PG／COMM1ポート）の使用条件を設 
定します。＃234はD0～D5のビットを設定します。 

コミュニケー 
ションポート１ 
の設定 

＃234 
＃235

伝送速度（600～19200ビット/s） 
パリティ（なし、奇数、偶数） 
ストップビット（1ビット、2ビット） 

＃234

データ 

7ビット 
固　定 

コミュニケーションポートはリンクユニットJW-21CMのコマンドモー 
ドと同じ通信内容のため＃235に局番を設定します。 

設定範囲は001～037OCTです。 
初期値は＃234、＃235ともに000です。 

＃235

－ － 
6

D5

7 5 4 3 2 1 0

ストップ 

1ビット 
2ビット 

0 
1

D4 パリティ 

なし 
奇数 
偶数 
不可 

0 
0 
1 
1

D3

0 
1 
0 
1

D2 伝送速度 

  19200ビット/s 
    9600 
    4800 
    2400 
    1200 
115200 
  57600 
  38400

0 
0 
0 
0 
1 
1 
1 
1 
 

D1

0 
0 
1 
1 
0 
0 
1 
1

D0

0 
1 
0 
1 
0 
1 
0 
1

局　　番 

JW-32CUH/H1 
JW-33CUH/H1 
/H2/H3

JW-32CUH/H1 
JW-33CUH/H1 
/H2/H3

コミュニケーションポート２（COMM2ポート）の使用条件を設定し 
ます。＃236はD0～D5のビットを設定します。 

コミュニケー 
ションポート２ 
の設定 

＃236 
＃237

伝送速度（600～19200ビット/s） 
パリティ（なし、奇数、偶数） 
ストップビット（1ビット、2ビット） 

＃236

データ 

7ビット 
固　定 

コミュニケーションポートはリンクユニットJW-21CMのコマンドモー 
ドと同じ通信内容のため＃237に局番を設定します。 

＃237

－ － 
6

D5

7 5 4 3 2 1 0

ストップ 

1ビット 
2ビット 

0 
1

D4 パリティ 

なし 
奇数 
偶数 
不可 

0 
0 
1 
1

D3

0 
1 
0 
1

D2 伝送速度 

  19200ビット/s 
    9600 
    4800 
    2400 
    1200 
115200 
  57600 
  38400

0 
0 
0 
0 
1 
1 
1 
1 
 

D1

0 
0 
1 
1 
0 
0 
1 
1

D0

0 
1 
0 
1 
0 
1 
0 
1

局　　番 

（注）伝送速度の設定で、JW-32CUH/33CUH（従来機）には＊2の設定
はありません。また、＊1に設定すると600ビット/sとなります。 

＊1 
＊2 
＊2

設定範囲は001～037OCTです。 
初期値は＃236、＃237ともに000です。 

（注）伝送速度の設定で、JW-32CUH/33CUH（従来機）には＊2の設定
はありません。また、＊1に設定すると600ビット/sとなります。 

＊1 
＊2 
＊2
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PCの割込演算条件を設定します。タイマ割込と入力割込が21種類あり 
ます。割込は、PC演算中はもちろん、I／O処理中にも実行します。各 
割込がかかると指定ラベルのサブルーチンをコールします。 
・＃240は各ビットごとに割込時間が異なります。ラベルの番号は割込 
　時のサブルーチンラベルです。5種類の時間を全て使用できます。 

割込処理の設定 

＃240 
＃241 
＃242 
＃243

＃240

・＃241～＃243は入力ユニットの入力割込条件を設定します。PCはラッ 
　ク番号とスロット番号で指定した入力ユニットを1msごとにモニタ 
　し、入力信号の立上り（OFF→ON）または立下り（ON→OFF）で割込 
　を検出し指定ラベル（F-140）のサブルーチンをコールします。 
・＃241は割込に使用する入力ユニットのラック番号とスロット番号 
　を設定します。入力ユニットが32点ユニットのときは、前半の16点 
　を割込用入力として使用できます。 
・＃242、＃243は、＃241で指定した入力信号16点の立上りまたは立 
　下りのどちらで割込用サブルーチンをコールするかを設定します。 
・＃242、243で指定する各ビットは、入力ユニットの16点に対応し 
　ているとともに各ビットには、使用するサブルーチンラベルが指定 
　されています。 

＃240、＃242、＃243の初期値は000、＃241の初期値はFFHEXです。 

□は0 … 立下り（ON→OFF）で割込みます。 
■は1 … 立上り（OFF→ON）で割込みます。 

67 5 4 3 2 1 0

  1ms割込（ラベルLB1353） 
  2ms割込（ラベルLB1354） 
  5ms割込（ラベルLB1355） 
10ms割込（ラベルLB1356） 
20ms割込（ラベルLB1357） 

17 
18 
19 
20 
21

優先度 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8

優先度 

＃241
67 5 4 3 2 1 0
40 2 1 8 4 2 1 ラック、スロットをFF HEX に 

すると割込禁止になります。 

＃242
67 5 4 3 2 1 0

入力0（ラベルLB1360） 
入力1（ラベルLB1361） 
入力2（ラベルLB1362） 
入力3（ラベルLB1363） 
入力4（ラベルLB1364） 
入力5（ラベルLB1365） 
入力6（ラベルLB1366） 
入力7（ラベルLB1367） 

9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16

優先度 
＃243

67 5 4 3 2 1 0

入力10（ラベルLB1370） 
入力11（ラベルLB1371） 
入力12（ラベルLB1372） 
入力13（ラベルLB1373） 
入力14（ラベルLB1374） 
入力15（ラベルLB1375） 
入力16（ラベルLB1376） 
入力17（ラベルLB1377） 

ラック番号 
0～7

スロット番号 
0～7

■は使用　□は非使用です。 
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・割込はF-142（CALL）命令やF-148（CAL+）と同じ使い方をします。
　注意事項も同じです。
・サブルーチンのラベルはF-40（END）以降に設けてプログラムを作っ
　てください。
・割込プログラムは、1ms以内の演算にしてください。1ms以上だと
　割込が無視されるときがあります。
・入力割込のラック、スロット番号に出力ユニットや特殊I／Oユニッ
　トを実装しても割込が働きますのでユニット実装に注意してくださ
　い。
・リモートI／O子局ユニットJW-21RSに実装した入力ユニットの入力
　割込は行いません。
・タイマ割込、入力割込ではジャンプ先ラベル（F140で指定）が無いと
　き割込は無視されます。
・割込が複数個同時に発生した場合、優先度の高い（数値の小さい）も 
　のから処理します。
・入出力ユニット等とのデータ交換中に割込が発生した場合は、次の 
　ように実行します。 

・割込を設定中のときはブレーク機能ははたらきません。
・入力ユニットが32点ユニットのとき、後半の16点も1ms毎にリフレッ
　シュされますので、レーシング（6・5ページ参照）に注意してください。
・64点入力ユニットは割込入力に使用できません。 
・割込プログラム内で、サブルーチンコール命令（F-142[CALL]、 
　 F-148[CAL+]）は使用できません。 

割込処理の設定

＃240 
＃241 
＃242 
＃243

留　意　点

オプションユニット 

JW-31CUH 
JW-32CUH 
JW-33CUH

JW-31CUH1 
JW-32CUH1 
JW-33CUH1/H2/H3

入出力ユニット 
特殊I／Oユニット ※1

※1

※2

※1 データ交換が終了後に、割込を実行します。 
※2 データ交換中に、割込を実行します。 
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I／Oアドレスの登録方法を設定します。
　000  …………｠電源ON時自動登録
　　　　　　　｠・基本ベースから増設ベース（ラック番号順）に、リ
　　　　　　　　｠レー番号が00000OCTから連続して割り付けられます。
　003OCT  ……… 電源ON時の自動登録が禁止されます。
　　　　　　　｠自動登録後003を書いて自動登録を禁止にして運転を
　　　　　　　｠行ってください。
　004OCT  ……… ラック先頭アドレスを設定可
　　　　　｠　　・ラック（1～7）ごとの先頭アドレスの設定が有効と
　　　　　｠　　　なります。 
　　　　　｠　　・先頭アドレスの設定は、サポートツール（JW-14PG/ 
　　　　　｠　　　13PG、JW-100SP、JW-52SP/92SP）で行います。

I／Oアドレスの 
登録方法の 
設定

＃247

瞬停検出時間を0～255msまで可変するときに設定します。設定数値は
10進で設定します。
初期設定は010（10ms）に設定されています。

瞬停検出時間
延長の設定

＃246

・システムメモリ＃246（瞬停検出時間延長の設定）の設定を可変するときには、電源入力電圧及
び負荷電流によって可変可能な範囲が決まります。下記の保持時間特性、出力保持時間特性の
グラフを参照して瞬停検出時間の延長を行ってください。
・瞬停中、コントロールユニットのすべての動作は停止し、復旧後、連続した動作を行います。
また、瞬停検出時間設定以上（停電）での復旧後は、電源投入時の処理を行います。
・基本ベースユニット及び増設ベースユニットでの5V容量とのかね合いのため、十分注意してご
使用ください。

0 50 100 150 200 250

100V 3.5A負荷

0

50

100

150

200

250

保
持
時
間

(m
s)

AC入力電圧(V)

0 10 20 30 40

24V 3.5A負荷

0

10

20

30

40

50

60

70

保
持
時
間

(m
s)

DC入力電圧(V)

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5
0

50

100

150

200

250

300
JW-21PU 100V60Hz入力
JW-22PU 24V入力

保
持
時
間

(m
s)

負荷電流(A)

JW-21PU

JW-22PU
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BCCチェック＃257 システムメモリ＃200～256までのBCCチェックコードを、JW30Hが自
動計算して登録します。

PC機種モード＃260

JW30Hに未対応のサポートツールを使用する場合、サポートツールが
JW30Hをどの機種として認識するかを設定します。
　50HEX（120OCT） … JW50H／70H／100Hとして認識
　　　　　｠　　　｠サポートツールで操作できるのは、JW50H／70H／
　　　　　｠　　　｠100Hの機能範囲内となる。
　50HEX 以外……… JW20Hとして認識
　　　　　　　｠　｠サポートツールで操作できるのは、JW20Hの機能
　　　　　｠　　　｠範囲内となる。

ROM化内容
の設定

ROM運転を行うときのROM化内容を設定します。

ファイル3、10～2CはROM化されません。 
初期値は200OCTです。

ROM運転モードを設定します。

初期値は000OCTです。
詳細はユーザーズマニュアル・ハード編の「ROM運転」を参照して
ください。

ROM運転
モードの設定

＃255

設定値 ROM→RAM 
転送 

（電源ON時） 

電源ON 
転送後の 
データメモリ 

電源ON 
転送後の 
モード 

ツールによる 
ROM→RAM 
転送 

000

021

042

104

00

11

22

44

OCT HEX

しない
する
する
する

－
保持

クリア※
クリア※

－
電源OFF時のモード

停止
運転

可
可
可
可

※ ROM内に格納されているデータは保持されます。

＃256

設定値 

200 
201 
202 
203 
204 
205 
206

80 
81 
82 
83 
84 
85 
86

システムメモリ 
〔#200～#2177〕 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
 

プログラム 
〔7.5K語～63.0K語〕 

○ 
○ 
○ 
× 
× 
○ 
× 

レジスタ 
〔8Kバイト〕(*1) 

× 
○ 
× 
○ 
× 
○ 
○ 
 

ファイル1 
〔16Kバイト〕 

× 
× 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 

ファイル2 
〔64Kバイト〕(*2) 

× 
× 
○ 
× 
○ 
× 
○ 
 

ROM化される内容〔○：ROM化される、×：ROM化されない〕 

OCT HEX

（*1）09000～99777、E0000～E5777の８Kバイトです。E6000～E7777はROM
化されません。 

（*2）JW-32CUH1でファイル容量32Kバイト(プログラム容量31.5K語)設定時は、
ファイル2のROM化容量は32Kバイトとなります。 
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　　  第   ６   章　コントロールユニットの動作
６ー１運転サイクル
〔１〕動作フローチャート

出力ユニットを全点OFF

自己診断 

エラー有り？ 

PC運転？ 

PC運転？ 

エラー有り？ 

オプションユニットから 
データ交換の要求有り？ 

・データメモリのリレー領域のうち、キープ指定していないエリアをクリア。 
・TMR領域も停止保持の指定がなければクリア。 

データメモリの入出力リレー領域と入出力ユニットの情報交換。 
　　出力リレー  →  出力ユニット 
　　入力リレー  ←  入力ユニット 

コントロールユニットとオプションユニット間でデータ交換 
 

PG/COMM1ポートに 
受信データ有り？ 

PG／コンピュータリンクコマンドの処理 

PG/COMM2ポートに 
受信データ有り？ 

PG／コンピュータリンクコマンドの処理 

0.1秒クロックをキープリレー07360に書き込む 

１秒クロックをキープリレー07364に書き込む 

ユーザープログラムを演算 

CPUリセット用ウォッチドグタイマと 
停止出力用ウォッチドグタイマをリセット 

電源投入 

Yes

Yes

・異常ランプが点灯。 
・異常内容に応じてキープリレーをセット。 
・コ0734、システムメモリ＃0160に異常コ
ードを書き込む。 

No

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

運転中 

停止中 

運転中 

停止中 

パワー 
ON処理 

オプション処理 

入出力処理 

スキャン 
サイクル 

PG/COMMポート処理 

●F-80命令を使用すると、演算処理中でも入出力を処理できます。
●入出力／オプション／PG/COMMポートの処理中でも、割込機能（#240～#243）でプログラムを演算できます。
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〔２〕パワーＯＮ処理
電源を投入すると、データメモリをイニシャライズします。このイニシャライズの結果、データメ
モリは次の様になります。

データメモリ アドレス 内　　容 

00000～15777 

20000～75777

システムメモリ#230、#231(00000～15777)，#250、#251(20000～ 
75777)にキープ機能の開始アドレスを指定できます。 
キープ機能指定以前のアドレス→全てＯＦＦ 
キープ機能指定以後のアドレス→停電前のＯＮ/ＯＦＦ状態を保持 

〔ＴＭＲ〕 
システムメモリ#201に電源投入時の状態を指定できます。 
000……現在値は設定値になります。ＴＭＲ接点はリセットします。 
001……現在値は停電前の値を保持。ＴＭＲ接点は停電前のＯＮ/ＯＦＦ 
　　　　状態を保持。 

〔ＣＮＴ〕 
現在値は停電前の状態を保持。 
ＣＮＴ接点も停電前の状態を保持。 

〔ＭＤ〕 
ＭＤデータ、入力情報とも停電前の状態を保持。 

停電前の値を保持。 

設定内容を保持。 

設定内容を保持。 

停電前の値を保持。 

停電前の値を保持。 

停電前の値を保持。 

0000～1777

リ レ ー  

レ ジ ス タ  

特殊ユニット用 
パ ラ メ ー タ  

フ ァ イ ル １  

フ ァ イ ル 2

フ ァ イ ル 3

オプションユニット用 
パ ラ メ ー タ  

09000～99777 
Ｅ0000～Ｅ7777

各000～177

各000～077

000000～037777

000000～177777

000000～177777

ＴＭＲ､ＣＮＴ､ 
ＭＤ 
 

フ ァ イ ル 10 
 
 
フ ァ イ ル 2C

〜 000000～177777 停電前の値を保持。 
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６－２｠自己診断
JW30Hはコントロールユニット等の各ユニットを自己診断し、異常が発生すると下表の状態になり

ます。これにより異常の原因を究明し、その対策を行ってください。

項　　目 内　　容 特殊リレー 
特殊レジスタ 

異常コード（BCD） 

システムメモリ 

コ0734 ＃160～167FAULT 
（異常） 

POWER 
（電源） 

R U N  
（運転中） 

コントロー 
ルユニット 

電源ユニットの表示灯 
P C の  
運転状態 

停止 
出力 

ハードウェア
チェック

ユニットバイト数 
チェック 

命令コードチェック
システムメモリ
設定チェック
プログラム
ROMチェック
プログラム
サムチェック

RAMチェック
（R／W）

ウォッチドグタイマ

I／O登録テーブル
チェック

スイッチ照合エラー

スイッチ設定エラー

※
JW-262Sのヒューズ断

テーブル照合エラー

テーブル登録エラー

ユニットなしエラー

I／O点数オーバー

ハードエラー

パラメータエラー

オプションコマンドエラー

システム保護エラー 

※
ハードエラー

※ システムメモリ＃206、＃207のヒューズ断時またはオプション異常時 
     の設定により、各項目の上欄または下欄の状態になります。

停電／電圧低下

停電／電圧低下

電池電圧低下／
電池未挿入

リレー出力、AC100／200V　DC30V、1A、PC運転中はON（閉）

I／Oデータバス

出力データチェック

実装ユニットチェック

I／Oベース異常

メモリ異常

CPU異常

特殊I／O異常

オプション異常

電 源 異 常

増設電源異常

電 池 異 常

停 止 出 力

リフレッ
シュ時

テーブル
照合時

テーブル
登録時

入

出

力

異

常

自

　

 

己

　

 

診

　

 

断

2007370

07371

07373

07375

07363

07374

07377

07376

07372点　灯閉

閉

開

開

運　転

運転継続
停　止

上　欄
下　欄

運　転

停　止

停　止

（設定） （状態）

停　止 点　灯

点　灯

消　灯 点　滅

点　灯 消　灯

消　灯

開

点　灯

30

00

40

60

70

40

50

10

40

20

24

23

25

26

28

32

31

35

45

44

42

40

48

60

61

70

71

72

73

46

54

55

47

49

53

13

43

22
点　灯

消　灯
消　灯

消　灯

点　灯

消　灯

点　灯消　灯

閉 

閉 
運　転 

運　転 

点　灯 

点　灯

点　灯 

点　灯 

消　灯 

消　灯 

点　灯点　灯

閉

開

運　転

停　止 消　灯
点　灯点　灯消　灯

点　灯点　灯

（注）運転中に自己診断により異常を検出した場合、異常コードは格納されますが、PCの運転状態／停止出力
　　／表示灯(FAULT等)／特殊リレーの状態は次のとおりです。
　　・異常状態がウォッチドグタイマ（300ms）以内に復旧すれば、上表の状態にはなりません。
　　・異常状態がウォッチドグタイマ（300ms）を越えて継続していると、上表の状態になります。
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　　  第   ７   章　　　 命｠令｠語｠一｠覧
〔１〕番号順

STR 

STR NOT 

AND 

AND NOT 

OR 

OR NOT 

AND STR 

OR STR 

OUT

TMR

DTMR 
（BCD） 

DTMR 
（BIN） 

UTMR 
（BCD） 

DCNT 
（BCD） 

DCNT 
（BIN） 

UCNT 
（BIN） 

UCNT 
（BCD） 

CNT

MD

１ 

１ 

１ 
２ 

8･2 

2 

3 

3 

3 

4 

4 

5 

2

6 

6 

6 

6 

6 

7 

7 

7 

7 

7 

9

１ 
２ 

１ 
２ 

１ 
２ 

１ 
２ 
１ 
２ 

２ 

３ 

３ 

３ 

３ 

２ 

３ 

３ 

３ 

３ 

ａ接点で論理を開始。中間結果の記憶 

ｂ接点で論理を開始。中間結果の記憶 

論理積 

論理積否定 

論理和 

論理和否定 

中間結果との論理積 

中間結果との論理和 

演算結果の出力 

命令語 シ ン ボ ル  語数 機　　　　　能 
参照 
ページ 

① 

① 

TMR 
② 
③ 

DTMR 
（BCD） ② ③ 

① DTMR 
（BIN） ② ③ 

① UTMR 
（BCD） ② ③ 

① DCNT 
（BCD） ③ ④ 

② 

① DCNT 
（BIN） ③ ④ 

② 

① UCNT 
（BIN） ③ ④ 

② 

① UCNT 
（BCD） ③ ④ 

② 

① 
MD 

（F-20） 
⑥ 

⑦ 

⑤ 
② 
③ 
④ 

タイマ（減算式） 
① スタート入力（ONで計数） 
② TMR番号（0000～1777） 

③ 設定値 

タイマ（減算式） 
① スタート入力（ONで計数） 
② TMR番号（000～777） 
③ 設定値（0.1～799.9秒） 

タイマ（減算式） 
① スタート入力（ONで計数） 
② TMR番号（000～777） 
③ 設定値（0.1～3276.7秒） 

タイマ（加算式） 
① スタート入力（ONで計数） 
② TMR番号（000～777） 
③ 設定値（0.1～799.9秒） 

UTMR 
（BIN） 

① UTMR 
（BIN） ② ③ 

タイマ（加算式） 
① スタート入力（ONで計数） 
② TMR番号（000～777） 
③ 設定値（0.1～3276.7秒） 

カウンタ（減算式） 
① 計数入力 
② リセット入力 

③ CNT番号（0000～1777） 
④ 設定値（1～1999） 

カウンタ（減算式） 
① 計数入力 
② リセット入力 

③ CNT番号（000～777） 
④ 設定値（1～7999） 

カウンタ（減算式） 
① 計数入力 
② リセット入力 

③ CNT番号（000～777） 
④ 設定値（1～32767） 

カウンタ（加算式） 
① 計数入力 
② リセット入力 

③ CNT番号（000～777） 
④ 設定値（1～7999） 

カウンタ（加算式） 
① 計数入力 
② リセット入力 

③ CNT番号（000～777） 
④ 設定値（1～32767） 

メンテナンスディスプレイ 
①, ②, ③ 入力情報 
④ 出力指示端子 
⑤ 拡張出力 

⑥ MD番号（000～777） 
⑦ MDデータ（000～999） 

内部クロック0.1秒又は0.01秒 

0.1～199.9秒 
0.01～19.99秒 

※ 

※ 

① 

② 

CNT 
③ 
④ 

１ 
２ 

２ 

実行 
条件 

フラグ 
ゼロ 
07357

キャリー 
07356

エラー 
07355

ﾉﾝｷｬﾘｰ 
07354

スタート 
入力 
ON

スタート 
入力 
ON

スタート 
入力 
ON

スタート 
入力 
ON

スタート 
入力 
ON

計数入力 

計数入力 

計数入力 

計数入力 

計数入力 

出力表示 
端子 
ON

※  語数の上段はリレー番号000000～15777OCT、TMR/CNT接点番号0000～0777OCTを使用する場合です。 
　  下段はリレー番号20000～75777OCT，TMR/CNT接点番号1000～1777OCTを使用する場合です。 
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F-00

F-00w

F-00d

F-01

F-01w

F-02

F-02w

F-02d

F-03

F-03w

F-04

F-04w

F-05

F-05w

F-06

F-06w

F-07

F-07w

F-08

F-08w

F-09

F-09w

F-09d

F-10

F-10w

F-10d

Fc10

Fc10w

Fc10d

F-11

F-11w

F-11d

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

４

４

４

４

４

４

４

４

４

データレジスタ間の1バイト転送

データレジスタ間の1ワード転送

データレジスタ間の2ワード転送

BCD定数(2桁)の転送

BCD定数(4桁)の転送

レジスタ間(1バイト)のデータ交換

レジスタ間(1ワード)のデータ交換

レジスタ間(2ワード)のデータ交換

BCD(2桁)→BIN(8ビット)変換

BCD(4桁)→BIN(16ビット)変換

BIN(8ビット)→BCD(2桁)変換

BIN(16ビット)→BCD(6桁)変換

1バイトデータの分配

1ワードデータの分配

1バイトデータの抽出

1ワードデータの抽出

10進定数(1バイト)の転送

10進定数(1ワード)の転送

8進定数(1バイト)の転送

8進定数(1ワード)の転送

8ビットデータの反転

16ビットデータの反転

32ビットデータの反転

レジスタ間(BCD2桁)の加算

レジスタ間(BCD4桁)の加算

レジスタ間(BCD8桁)の加算

レジスタ(BCD2桁)と定数(2桁)の加算

レジスタ(BCD4桁)と定数(4桁)の加算

レジスタ(BCD8桁)と定数(4桁)の加算

レジスタ間(BCD2桁)の減算

レジスタ間(BCD4桁)の減算

レジスタ間(BCD8桁)の減算

F-00
XFER S D

命令語 シ ン ボ ル  語数 機　　　　　能 
参照 
ページ 

F-00w
XFER S D

F-00d
XFER S D

F-01
BCD n D

F-01w
BCD n D

F-02
XCHG D1 D2

F-02w
XCHG D1 D2

F-02d
XCHG D1 D2

F-03
   BIN S D

F-03w
   BIN S D

F-04
   BCD S D

F-04w
   BCD S D

F-05
DMPX S D

F-05w
DMPX S D

F-06
MPX S D

F-06w
MPX S D

F-07
DCML n D

F-07w
DCML n D

F-08
OCT n D

F-08w
OCT n D

F-09
INV S D

F-09w
INV S D

F-09d
INV S D

F-10
ADD S1 S2

F-10w
ADD S1 S2

F-10d
ADD S1 S2

Fc10
ADD S1 n

Fc10w
ADD S1 n

Fc10d
ADD S1 n

F-11
SUB S1 S2

F-11w
SUB S1 S2

F-11d
SUB S1 S2

D

D

D

D

D

D

D

D

D

9･19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

45

47

48

49

50

51

53

55

実行 
条件 ゼロ 

07357
キャリー 
07356

エラー 
07355

ﾉﾝｷｬﾘｰ 
07354

フラグ 

0 

0

0 

0

0 

0
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Fc11 

Fc11w 

Fc11d 

F-12 

F-12w 

F-12d 

Fc12 

Fc12w 

Fx12 

Fx12w 

F-13 

F-13w 

F-13d 

Fc13 

Fc13w 

Fx13 

Fx13w 

F-14 

F-14w 

F-14d 

Fc14 

Fc14w 

Fx14 

Fx14w 

F-15 

F-15d 

Fc15 

Fc15d 

F-16 

F-16d 

Fc16 

Fc16d

4 

4 

4 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

3 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

レジスタ(BCD2桁)と定数(2桁)の減算 

レジスタ(BCD4桁)と定数(4桁)の減算 

レジスタ(BCD8桁)と定数(4桁)の減算 

レジスタ間(1バイト)の比較 

レジスタ間(1ワード)の比較 

レジスタ間(2ワード)の比較 

レジスタと8進定数(1バイト)の比較 

レジスタと8進定数(1ワード)の比較 

レジスタと16進定数(1バイト)の比較 

レジスタと16進定数(1ワード)の比較 

レジスタ間(1バイト)の論理積 

レジスタ間(1ワード)の論理積 

レジスタ間(2ワード)の論理積 

レジスタと8進定数(1バイト)の論理積 

レジスタと8進定数(1ワード)の論理積 

レジスタと16進定数(1バイト)の論理積 

レジスタと16進定数(1ワード)の論理積 

レジスタ間(1バイト)の論理和 

レジスタ間(1ワード)の論理和 

レジスタ間(2ワード)の論理和 

レジスタと8進定数(1バイト)の論理和 

レジスタと8進定数(1ワード)の論理和 

レジスタと16進定数(1バイト)の論理和 

レジスタと16進定数(1ワード)の論理和 

レジスタ間(BCD4桁)の乗算 

レジスタ間(BCD8桁)の乗算 

レジスタ間(BCD4桁)とBCD定数(3桁)の乗算 

レジスタ間(BCD8桁)とBCD定数(4桁)の乗算 

レジスタ(BCD4桁)とレジスタ(BCD2桁)の除算 

レジスタ(BCD8桁)とレジスタ(BCD8桁)の除算 

レジスタ(BCD4桁)とBCD定数(2桁)の除算 

レジスタ(BCD8桁)とBCD定数(4桁)の除算 

Fc11 
SUB S1 n D

D

D

命令語 シ ン ボ ル  語数 機　　　　　能 

Fc11w 
SUB S1 n

Fc11d 
SUB S1 n

F-12 
CMP S1 S2

F-12w 
CMP S1 S2

F-12d 
CMP S1 S2

Fc12 
CMP S1 n

Fc12w 
CMP S1 n

Fx12 
CMP S1 n

Fx12w 
CMP S1 n

F-13 
AND S D

F-13w 
AND S D

F-13d 
AND S D

Fc13 
AND n D

Fc13w 
AND n D

Fx13 
AND n D

Fx13w 
AND n D

F-14 
 OR S D

F-14w 
 OR S D

F-14d 
 OR S D

Fc14 
 OR n D

Fc14w 
  OR n D

Fx14 
 OR n D

Fx14w 
 OR n D

F-15 
MUL S1 S2

F-15d 
MUL S1 S2

Fc15 
MUL S1 n

Fc15d 
MUL S1 n

F-16 
DIV S1 S2

F-16d 
DIV S1 S2

Fc16 
DIV S1 n

Fc16d 
DIV S1 n

D

D

D

D

D

D

D

D

9･57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

64 

65 

66 

67 

68 

69 

70 

71 

72 

73 

74 

75 

76 

77 

78 

79 

80 

81 

82 

83 

84 

85 

87 

88 

89

参照 
ページ 

実行 
条件 ゼロ 

07357
キャリー 
07356

エラー 
07355

ﾉﾝｷｬﾘｰ 
07354

フラグ 

ON 

ON 

ON 

ON 

ON 

ON 

ON

0

0

0

0

0

0

0

000

000

000

000

000

000

000

000
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F-17

F-17w

F-17d

Fc17

Fc17w

Fx17

Fx17w

F-18

F-18w

F-18d

Fc18

Fc18w

Fx18

Fx18w

F-21

F-22

F-23

F-24

F-25

F-26

F-27

F-28

F-29

F-30

F-31

F-32

F-33

F-34

F-35

F-36

F-20

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

 

 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

１ 

１ 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

２ 

レジスタ間(1バイト)の一致 

レジスタ間(1ワード)の一致 

レジスタ間(2ワード)の一致 

レジスタと8進定数(1バイト)の一致 

レジスタと8進定数(1ワード)の一致 

レジスタと16進定数(1バイト)の一致 

レジスタと16進定数(1ワード)の一致 

レジスタ間(1バイト)の排他的論理和 

レジスタ間(1ワード)の排他的論理和 

レジスタ間(2ワード)の排他的論理和 

レジスタと8進定数(1バイト)の排他的論理和 

レジスタと8進定数(1ワード)の排他的論理和 

レジスタと16進定数(1バイト)の排他的論理和 

レジスタと16進定数(1ワード)の排他的論理和 

 

 

レジスタ(BCD8桁)の平方根 

三角関数(SIN)の演算 

三角関数(COS)の演算 

三角関数(TAN)の演算 

三角関数(SIN-1)の演算 

三角関数(COS-1)の演算 

三角関数(TAN-1)の演算 

直交座標系(X,Y)データの極座標系(γ,θ)への変換 

極座標系(γ,θ)データの直交座標系(X,Y)への変換 

マスターコントロールのセット 

マスターコントロールのリセット 

セットコイル 

リセットコイル 

 

 

時計の加算 

メンテナンスディスプレイ 
①, ②, ③ 入力情報 
④ 出力指示端子 
⑤ 拡張出力 

時計の現在値との比較
（指定リレーのセット）

⑥ MD番号 (000～777) 
⑦ MDデータ (000～999)

F-17
XNR S D

D

D

命令語 シ ン ボ ル  語数 機　　　　　能 

F-17w
XNR S

F-17d
XNR S

Dn

Dn

Dn

Dn

Fc17
XNR

Fc17w
XNR

Fx17
XNR

Fx17w
XNR

F-18
XOR

F-18w
XOR

F-18d
XOR

Fc18
XOR n D

Fc18w
XOR n D

Fx18
XOR n D

S D

S D

S D

Fx18w
XOR n D

MD 
(F-20) 
⑥ 

⑦ 

⑤ ① 
② 
③ 
④ 

F-21
SQRT S D

F-22
SIN S D

F-23
COS S D

F-24
TAN S D

F-25
ASIN S D

F-26
ACOS S D

F-27
ATAN S D

F-28
XY S D

F-29
   XY S D

F-30
MCS

F-31
MCR

F-32
SET

F-33
RST

F-34
TSET n1 n2

OUT

OUT

BIT

時計の現在値との比較
（指定リレーのリセット）

F-35
TRST n1 n2 BIT

※ JW-31CUH/H1ではプログラムできません。

F-36
TADD S1 S2 D

※

※

9･90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

114

117

118

120

121

122

104

参照 
ページ 

実行 
条件 ゼロ 

07357
キャリー 
07356

エラー 
07355

ﾉﾝｷｬﾘｰ 
07354

フラグ 

0

0

0

0

0

0

0

0 0

0 0 0

0 0 0

ON 

 

ON 

ON 

ON 

ON

出力表示 
端子 
ON
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F-37 

F-38 

F-40 

F-41 

F-42 

F-43 

F-44 

F-45 

F-47 

F-48 

F-49 

F-50 

F-51 

F-52 

F-53 

F-54 

F-55 

F-56 

F-56w 

F-56d 

F-57 

F-57w 

F-57d 

F-58 

 

 

 

 

 

 

F-61 

F-61w

４ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

４ 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

時計の減算

時計現在値の転送

END命令

ジャンプコントロールのセット

ジャンプコントロールのリセット

ビット反転(ACCの内容を反転)

ON時微分接点

OFF時微分接点

レベル演算条件セット

レベル演算条件リセット

条件END

4→16デコーダ

16→4エンコーダ

7SEGデコーダ

BCD(4桁)→BIN(16ビット)変換 

BIN(16ビット)→BCD(6桁)変換

上位4ビットと下位4ビットの交換

1バイトデータの10の補数

1ワードデータの10の補数

2ワードデータの10の補数

1バイトデータの2の補数

1ワードデータの2の補数

2ワードデータの2の補数

ONビット数の合計

S2 D

D

命令語 シンボル 語数 機　　　　　能

F-37
TSUB S1

F-38
TXFR

F-40
END

F-41
JCS

F-42
JCR

F-43

F-44

F-45

F-47
ONLS

F-48
ONLR

F-49
ENDC

F-50
4    16 S D

F-51
16     4 S D

F-52
7SEG S D

F-53
    BIN S D

F-54
    BCD S D

F-55
SWAP S D

F-56
NEG S D

F-56w
NEG S D

F-56d
NEG S D

F-57
2NEG S D

F-57w
2NEG S D

F-57d
2NEG S D

F-58
ΣBIT n S D

F-61 
ASFR D

F-60w

非同期シフトレジスタ(1バイト) 
① シフト方向指示入力　② シフト入力 

非同期シフトレジスタ(1ワード) 
① シフト方向指示入力　② シフト入力 

F-60d

２ F-60
両方向シフトレジスタ(1バイト)

２ 

F-60 
SFR D

① 
② 
③ 
④ 

F-60w 
SFR D

① 
② 
③ 
④ 

F-60d 
SFR D

① 
② 
③ 
④ 

① 
② 

F-61w 
ASFR D① 

② 

① シフト方向指示入力 
② データ入力 

③ シフト入力 
④ リセット入力 

両方向シフトレジスタ(1ワード)
① シフト方向指示入力 
② データ入力 

③ シフト入力 
④ リセット入力 

両方向シフトレジスタ(2ワード)
① シフト方向指示入力 
② データ入力 

③ シフト入力 
④ リセット入力 

※ JW-31CUH/H1ではプログラムできません。

※
9･123

124

125

126

126

128

129

130

131

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

149

150

151 

153

参照 
ページ 

実行 
条件 ゼロ 

07357
キャリー 
07356

エラー 
07355

ﾉﾝｷｬﾘｰ 
07354

フラグ 

OFF

OFF

シフト 
入力 

シフト 
入力 

シフト 
入力 

シフト 
入力ON

シフト 
入力ON

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0

0

0

00

00

0 0 0
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F-61d

F-63 

F-63w 

F-64 

F-64w 

F-65 

F-65w 

F-66 

F-66w 

F-67 

F-68 

F-69 

F-70 

F-70w 

F-71 

F-71w 

F-72 

F-72w 

F-73 

F-73w 

F-74 

F-74w 

F-76 

F-76w 

F-77 

F-78 

F-79 

F-79w

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

３ 

３ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

バイナリ加算カウンタ(1バイト) 

バイナリ加算カウンタ(1ワード) 

バイナリ減算カウンタ(1バイト) 

バイナリ減算カウンタ(1ワード) 

BCD加算カウンタ(1バイト) 

BCD加算カウンタ(1ワード) 

BCD減算カウンタ(1バイト) 

BCD減算カウンタ(1ワード) 

桁シフト(上位シフト) 

桁シフト(下位シフト) 

桁転送 

nバイト一括転送 

nワード一括転送 

8進定数(1バイト)一括転送 

8進定数(1ワード)一括転送 

ファイル1のレジスタへのnバイト分配 

ファイル1のレジスタへのnワード分配 

ファイル1のレジスタからのnバイト抽出 

ファイル1のレジスタからのnワード抽出 

nバイト転送 

nワード転送 

nバイト一括転送 

nワード一括転送 

サムチェックコード生成 

データのチェック 

1バイトデータの並べかえ 

1ワードデータの並べかえ 

 

命令語 シ ン ボ ル  語数 機　　　　　能 

F-67 
NSFH n D

F-68 
NSFL n D

F-69 
NXFR S D

F-63 
INC D

F-63w 
INC D

F-64 
DEC D

F-64w 
DEC D

F-65 
BCDI D

F-65w 
BCDI D

F-66 
BCDD D

F-66w 
BCDD D

F-73w 
MPX n S D

F-74 
nXFR n S D

F-74w 
nXFR n S D

F-76 
FILR S1 S2 D

F-76w 
FILR S1 S2 D

F-77 
CHKC S1 S2 D

F-78 
CHK S1 S2 S3

F-79 
SORT S1 n1 n2

F-79w 
SORT S1 n1 n2

F-70 
FILE n S D

F-70w 
FILE n S D

F-72 
DMPX n S D

F-72w 
DMPX n S D

F-73 
MPX n S D

F-71 
CONS n D1 D2

F-71w 
CONS n D1 D2

２ 

２ 

２ 

F-62 

F-62w 

F-62d

BCD2桁のアップ・ダウンカウンタ F-62 
U/DC D

① 
② 
③ 

F-62w 
U/DC D

① 
② 
③ 

F-62d 
U/DC D

① 
② 
③ 

① アップ・ダウン指示入力 
② カウント入力　③ リセット入力 

BCD4桁のアップ・ダウンカウンタ 
① アップ・ダウン指示入力 
② カウント入力　③ リセット入力 

BCD8桁のアップ・ダウンカウンタ 
① アップ・ダウン指示入力 
② カウント入力　③ リセット入力 

F-61d 
ASFR D 非同期シフトレジスタ(2ワード) 

① シフト方向指示入力　② シフト入力 
① 
② 

※ JW-31CUH/H1ではプログラムできません。 

※ 

※ 

158 

159 

160 

161 

162 

163 

164 

165 

166 

167 

168 

169 

170 

171 

172 

173 

174 

175 

176 

177 

178 

179 

180 

181 

182 

183 

184

9 ･154

155

156

157

参照 
ページ 

実行 
条件 ゼロ 

07357
キャリー 
07356

エラー 
07355

ﾉﾝｷｬﾘｰ 
07354

フラグ 

シフト 
入力ON

カウント 
入力 

カウント 
入力 

カウント 
入力 

0 0 

0 0 0 

0 

0 

0 

0 
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F-80 

F-82 

F-85 

F-86 

F-90 

F-91 

F-97 

F-100 

F-101 

F-102 

F-102w 

F-103 

F-103w 

F-112 

F-112w 

F-116 

F-130 

F-131 

F-132 

F-133 

F-140 

F-141 

F-142 

F-143 

F-144 

F-145 

F-146 

F-147 

F-148 

F-149 

F-151 

F-153 

F-154

２ 

２ 

４ 

４ 

2 

４ 

４ 

３ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

３ 

３ 

３ 

３ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 

３ 

３ 

３ 

I／O リフレッシュ 

特殊I／Oのリフレッシュ 

特殊I／Oからの読出 

特殊I／Oへの書込 

リマーク　n = 0000～3777 

BCD定数(8桁)の転送 

10進定数(8桁)の転送 

間接アドレスの設定 

間接アドレスの設定 

　　　　　 

　　　　 

　　　　　　 

　　　　　　　 

nバイト一括比較 

nワード一括比較 

 

ビット抽出(間接指定) 

ビット抽出(直接指定) 

 

 

ラベルの設定 　 LB0000～LB1377 

ラベルへジャンプ 

ラベルをサブルーチンコール 

サブルーチンからのリターン 

ループ回数の設定 

ループの終了 

ループ回数のレジスタ設定 

ループの条件終了 

レジスタ設定ラベルをサブルーチンコール 

サブルーチンからの条件リターン 

レジスタ設定ラベルへジャンプ 

BCD(8桁)→BIN(32ビット)変換 

BIN(32ビット)→BCD(10桁)変換 

 

F-80
IORF R,S

命令語 シ ン ボ ル  語数 機　　　　　能 

F-90
REM

F-91
BCD8

F-97
DML8

F-100
ADRS S

n

D

F-101
SEGM n file  N

F-102
MRD

F-102w
MRD

F-103
MWR S n

F-103w
MWR S n

F-112
NCMP S1 S2

F-112w
NCMP S1 S2

F-116
  DIV S1 S2

D

n file  N D

n file    N D

n1 n2 D

F-82
IORF

SW

F-85
PRRD

n1 SW,n2 D

F-86
PRWR

n1 D SW,n2

n1 n2 D

file           N

file   N

S3

S3

D

F-130
BIT S1 S2

F-131
BIT n S

F-132 
  S/R S D

F-140
LABL LBn

F-141
JMP LBn

F-133 
  S/R n D

F-142
CALL LBn

F-143
RET

F-144
FOR n

F-145
NEXT

F-146
FORR S

F-147
EXIT

F-148
CAL+ LBn S

F-149
RETC

F-151
JMP+ LBn S

F-153
     BIN S D

直接指定アドレスのレジスタからの読出
（1バイト）

直接指定アドレスのレジスタからの読出
（1ワード）

直接指定アドレスのレジスタへの書込
（1バイト）

直接指定アドレスのレジスタへの書込
（1ワード）

レジスタ(BCD8桁)とレジスタ(BCD8桁)
の除算（小数部4桁）

ビットセット／リセット(間接指定) 
 ① セット／リセット指示入力　　② 入力条件 

① セット／リセット指示入力　　② 入力条件 
ビットセット／リセット(直接指定)

F-154
    BCD S D

※ 

① 
② 

① 
② 

9･185

186

187

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

207

207

209

209

211

212

213

214

215

216

217

※ JW-31CUH/H1ではプログラムできません。

参照 
ページ 

実行 
条件 ゼロ 

07357
キャリー 
07356

エラー 
07355

ﾉﾝｷｬﾘｰ 
07354

フラグ 

0 

0 

0 

0 

ON

ON

0 

0 

0 

0 0 

0 

0 

0 0 

0 0 

0 0 0 

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

OFF

OFF
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F-155 

F-156 

 

 

 

 

F-161 

F-161w 

F-163 

F-163w 

F-164 

F-164w 

F-170 

F-170w 

F-171 

F-171w 

F-172 

F-172w 

F-173 

F-173w 

F-174 

F-175 

F-176 

F-177

３ 

３ 

 

 

 

 

３ 

３ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

３ 

３ 

４ 

４ 

時(4桁), 分, 秒→秒(BCD8桁) 

秒(BCD8桁)→時(4桁), 分, 秒(BCD) 

 

 

 

 

 

　　　　　 

バイナリ加算(+2)カウンタ(1バイト)　　　　 

バイナリ加算(+2)カウンタ(1ワード)　　　 

バイナリ減算(-2)カウンタ(1バイト)　　　　　　　 

バイナリ減算(-2)カウンタ(1ワード) 

データ挿入(1バイト) 

データ挿入(1ワード) 

データ削除(1バイト) 

データ削除(1ワード) 

データ検索(1バイト) 

データ検索(1ワード) 

 

 

レジスタ間(1バイト)データ交換 

上位4ビットと下位4ビットの交換 

命令語 シ ン ボ ル  語数 機　　　　　能 

F-155 
   SEC S D

F-156 
  HMS S D

F-170w 
INS S D1 D2

F-171 
DEL S1 S2

D n

D n

S3

F-171w 
DEL S1 S2 S3

S D1 D2

F-172w 
SRCH S D1

F-173 
CHNG

F-172 
SRCH

F-173w 
CHNG S D1 D2

D2

S D1 D2

F-174 
VREV

F-175 
NSWP

F-163 
INC2 D

F-163w 
INC2 D

F-164 
DEC2 D

F-164w 
DEC2 D

F-170 
INS S D1 D2

F-176 
DFRD S Dfile           N

F-177 
DFWR S file  ND

両方向シフトレジスタ(nビット) 

 
F-160 
NSFR S1

① 
② 
③ 
④ 

Fc160 
NSFR n1

S2

n2

D

D

① 
② 
③ 
④ 

F-161 
NASR D n① 

② 

① 
② 

実行入力 

実行入力 ① 
② 

F-161w 
NASR D n① 

② 

F-160 

 

Fc160 

 

４ 

 

４ 

  

 

 

① シフト方向指示入力 
② データ入力 

③ シフト入力 
④ リセット入力 

両方向シフトレジスタ(nビット) 

 
① シフト方向指示入力 
② データ入力 

非同期シフトレジスタ(nバイト) 

 
① シフト方向指示入力　② シフト入力 

非同期シフトレジスタ(nワード) 

 
① シフト方向指示入力　② シフト入力 

データチェンジ(1バイト) 

 
① モード指定　②  実行入力 

データチェンジ(1ワード) 

 
① モード指定　②  実行入力 

③ シフト入力 
④ リセット入力 

(シフトは1ビット) (S1)=0～256  (S2)=0～7

(シフトは1ビット) n1=0～377 n2=0～7

直接指定アドレスのレジスタからの読出 
　　　　　　　　　　　　（256バイト） 
 直接指定アドレスのレジスタへの書込 
　　　　　　　　　　　　（256バイト） 

※ JW-31CUH/H1ではプログラムできません。 

※ 

※ 

※ 

9･218 

219 

 

 

 

 

222 

224 

226 

227 

228 

229 

230 

231 

232 

233 

234 

235 

236 

237 

238 

239 

240 

242

220

221

参照 
ページ 

実行 
条件 ゼロ 

07357
キャリー 
07356

エラー 
07355

ﾉﾝｷｬﾘｰ 
07354

フラグ 

0 

0 

0 

0 0 

0 

0 

0 0 0 

0 0 0 

0 0 0 

0 0 0 

0 0 

0 0 

0 0 

0 0 

0 

0 0 

0 0 

0 

0 

0 

0 

シフト 
入力 

シフト 
入力 

シフト 
入力ON

シフト 
入力ON
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F-180

F-180w

Fc180

Fc180w

F-181

F-181w

Fc181

Fc181w

F-182

F-182w

Fc182

Fc182w

F-183

F-183w

Fc183

Fc183w

F-184

F-184w

Fc184

Fc184w

F-185

F-185w

Fc185

Fc185w

F-202

F-203

F-204

F-205

F-206

F-207

F-210

F-210w

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

３

３

４

４

４

４

レジスタ間(1バイト)の比較（>､リレー出力付）

レジスタ間(1ワード)の比較（>､リレー出力付）

レジスタと定数(1バイト)の比較（>､リレー出力付）

レジスタと定数(1ワード)の比較（>､リレー出力付）

レジスタ間(1バイト)の比較（<､リレー出力付）

レジスタ間(1ワード)の比較（<､リレー出力付）

レジスタと定数(1バイト)の比較（<､リレー出力付）

レジスタと定数(1ワード)の比較（<､リレー出力付）

レジスタ間(1バイト)の比較（=､リレー出力付）

レジスタ間(1ワード)の比較（=､リレー出力付）

レジスタと定数(1バイト)の比較（=､リレー出力付）

レジスタと定数(1ワード)の比較（=､リレー出力付）

レジスタ間(1バイト)の比較（≧､リレー出力付）

レジスタ間(1ワード)の比較（≧､リレー出力付）

レジスタと定数(1バイト)の比較（≧､リレー出力付）

レジスタと定数(1ワード)の比較（≧､リレー出力付）

レジスタ間(1バイト)の比較（≦､リレー出力付）

レジスタ間(1ワード)の比較（≦､リレー出力付）

レジスタと定数(1バイト)の比較（≦､リレー出力付）

レジスタと定数(1ワード)の比較（≦､リレー出力付）

レジスタ間(1バイト)の比較（　､リレー出力付）

レジスタ間(1ワード)の比較（　､リレー出力付）

レジスタと定数(1バイト)の比較（　､リレー出力付）

レジスタと定数(1ワード)の比較（　､リレー出力付）

オープンチャンネル(局番8進定数設定)

オープンチャンネル(局番16進定数設定)

送信命令

受信命令

オープンチャンネル1(階層通信設定)

オープンチャンネル2(階層通信設定)

F-180
CP> S1 S2 BIT

S1 S2 BIT

BIT

BIT

BIT

BIT

BIT

命令語 シ ン ボ ル 語数 機　　　　　能

F-180w
CP>

Fc180
CP> S n

Fc180w
CP> S n

F-181
CP< S1 S2

F-181w
CP< S1 S2

Fc181
CP< S n

BITS n

BITS1 S2

BITS1 S2

BITS

S

n

BITn

S1 BITS2

S1 BITS2

S BITn

S BITn

S1 BITS2

S1 BITS2

S BITn

S BITn

S1 BITS2

S1 BITS2

S BITn

S BITn

Fc181w
CP<

F-182
CP=

F-182w
CP=

Fc182
CP=

Fc182w
CP=

F-183
CP>=

F-183w
CP>=

Fc183
CP>=

Fc183w
CP>=

F-184
CP<=

F-184w
CP<=

Fc184
CP<=

Fc184w
CP<=

F-185
CP< >

F-185w
CP< >

Fc185
CP< >

Fc185w
CP< >

F-202
OPCH

UN, C,
ST file N

F-203
OPCH

F-204
SEND n S

F-205
RCV n D

F-206
EOP1 UN1, CH ST1

F-207
EOP2 ST2 file N

F-210
ADD S1 S2

F-210w
ADD S1 S2

n

UN, C,
ST file N n

UN2

n

D

D

>
<

>
<

>
<

>
<

レジスタ間のバイナリ加算
　　　　　　　(８ビット＋８ビット)
レジスタ間のバイナリ加算
　　　　　　　(16ビット＋16ビット)

9･243

244

245

246

243

244

245

246

243

244

245

246

243

244

245

246

243

244

245

246

243

244

245

246

247

247

248

249

250

250

251

252

参照 
ページ 

実行 
条件 ゼロ 

07357
キャリー 
07356

エラー 
07355

ﾉﾝｷｬﾘｰ 
07354

フラグ 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 

0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON
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F-210d 

Fc210 

Fc210w 

Fc210d 

F-211 

F-211w 

F-211d 

Fc211 

Fc211w 

Fc211d 

F-212 

F-212w 

F-212d 

Fc212 

Fc212w 

Fx212 

Fx212w 

F-215 

F-215w 

F-215d 

Fc215 

Fc215w 

Fc215d 

F-216 

F-216w 

F-216d 

Fc216 

Fc216w 

Fc216d 

F-231 

F-242 

F-252

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

１ 

１ 

４ 

F-210d 
ADD S1 S2 D

S1 n D

D

D

D

D

D

命令語 シ ン ボ ル  語数 機　　　　　能 

Fc210 
ADD

Fc210w 
ADD S1 n

Fc210d 
ADD S1 n

F-211 
SUB S1 S2

F-211w 
SUB S1 S2

F-211d 
SUB S1 S2

DS1 n

DS1 n

DS1 n

S3S1 S2

S3S1 S2

S3S1 S2

S1 n2n1

S1 n2n1

S1 n2n1

S1 n2n1

S1 DS2

S1 DS2

S1 DS2

S1 Dn

S1 Dn

S1 Dn

S1 DS2

S1 DS2

S1 DS2

Fc211 
SUB

Fc211w 
SUB

Fc211d 
SUB

F-212 
WNDW

F-212w 
WNDW

F-212d 
WNDW

Fc212 
WNDW

Fc212w 
WNDW

Fx212 
WNDW

Fx212w 
WNDW

F-215 
MUL

F-215w 
MUL

F-215d 
MUL

Fc215 
MUL

Fc215w 
MUL

Fc215d 
MUL

F-216 
DIV

F-216w 
DIV

F-216d 
DIV

Fc216 
DIV S1 n

Fc216w 
DIV

Fc216d 
DIV

F-231 
MCRN

F-242 
JCRN

F-252 
   ASC S n

D

S1 n D

S1 n D

D HEX→ASCll変換 

レジスタ間のバイナリ加算 
　　　　　　　(32ビット＋32ビット)

レジスタ間のバイナリ減算 
　　　　　　　(８ビット－８ビット)
レジスタ間のバイナリ減算 
　　　　　　　(16ビット－16ビット)
レジスタ間のバイナリ減算 
　　　　　　　(32ビット－32ビット)

レジスタと定数のバイナリ加算 
　　　　　　　(８ビット＋８ビット)
レジスタと定数のバイナリ加算 
　　　　　　　(16ビット＋16ビット)
レジスタと定数のバイナリ加算 
　　　　　　　(32ビット＋16ビット)

レジスタと定数のバイナリ減算 
　　　　　　　(８ビット－８ビット)
レジスタと定数のバイナリ減算 
　　　　　　　(16ビット－16ビット)
レジスタと定数のバイナリ減算 
　　　　　　　(32ビット－16ビット)

レジスタ間のバイナリ乗算 
　　　　　　｠｠(８ビット×８ビット)

レジスタ間のバイナリ除算 
　　　　　　　(８ビット÷８ビット)
レジスタ間のバイナリ除算 
　　　　　　　(15ビット÷15ビット)
レジスタ間のバイナリ除算 
　　　　　　　(31ビット÷31ビット)
レジスタと定数のバイナリ除算 
　　　　　　　(８ビット÷８ビット)
レジスタと定数のバイナリ除算 
　　　　　　　(15ビット÷15ビット)
レジスタと定数のバイナリ除算 
　　　　　　　(31ビット÷15ビット)

レジスタ間のバイナリ乗算 
　　　　　　　(16ビット×16ビット)
レジスタ間のバイナリ乗算 
　　　　　　　(32ビット×32ビット)
レジスタと定数のバイナリ乗算 
　　　　　　　(８ビット×８ビット)
レジスタと定数のバイナリ乗算 
　　　　　　　(16ビット×16ビット)
レジスタと定数のバイナリ乗算 
　　　　　　　(32ビット×16ビット)

ウィンドウコンパレータ 
　　　　　　　｠(1バイトレジスタ間)
ウィンドウコンパレータ 
　　　　　　　｠(1ワードレジスタ間)
ウィンドウコンパレータ 
　　　　　　　｠(2ワードレジスタ間)
ウィンドウコンパレータ 
　　　　　　　　(1バイト8進定数間)
ウィンドウコンパレータ 
　　　　　　　　(1ワード8進定数間)

ウィンドウコンパレータ 
　　　　　　　｠(1ワード16進定数間)

ウィンドウコンパレータ 
　　　　　　　｠(1バイト16進定数間)

マスターコントロール ネスティング 
リセット 
ジャンプコントロール ネスティング 
リセット 

9･253 

254 

255 

256 

257 

258 

259 

260 

261 

262 

263 

264 

265 

266 

267 

268 

269 

270 

271 

272 

273 

274 

275 

276 

277 

278 

279 

280 

281 

282 

283 

284

参照 
ページ 

実行 
条件 ゼロ 

07357
キャリー 
07356

エラー 
07355

ﾉﾝｷｬﾘｰ 
07354

フラグ 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

0 0 0 

0 0 0 

0 0 0 

0 0 0 

0 0 0 

0 0 0 

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON
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F-253 

F-260 

Fc260 

 

 

 

F-263 

F-263w 

F-264 

F-264w 

F-310 

F-311 

F-315 

F-316 

NOP

４ 

４ 

４ 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

４ 

１ 

F-253 
   HEX S n D

S D BIT

BIT

BIT

BIT

命令語 シ ン ボ ル  語数 機　　　　　能 

F-260 
RTMR

Fc260 
RTMR n D

F-261 
RCNT S D

Fc261 
RCNT n D

F-263 
INC4 D

F-263w 
INC4 D

D

D

D

D

D

D

S1

S1 S2

S2

S1 S2

S1 S2

F-264 
DEC4

F-264w 
DEC4

F-310 
SADD

F-311 
SSUB

F-315 
SMUL

F-316 
SDIV

ASCll→HEX変換 

バイナリ加算(＋4)カウンタ(1バイト) 

バイナリ加算(＋4)カウンタ(1ワード) 

バイナリ減算(－4)カウンタ(1バイト) 

バイナリ減算(－4)カウンタ(1ワード)

無効命令 

現在値と設定値が、レジスタ指定可 
能なタイマ命令 

現在値と設定値が、レジスタ指定可 
能なカウンタ命令 

現在値がレジスタ指定可能なタイマ 
命令(設定値はBCD定数)

現在値がレジスタ指定可能な 
カウンタ命令(設定値はBCD定数)

レジスタ間の符号付バイナリ減算 
　　　　　　　(31ビット－31ビット)

レジスタ間の符号付バイナリ加算 
　　　　　　　(31ビット＋31ビット)

レジスタ間の符号付バイナリ乗算 
　　　　　　　(31ビット×31ビット)
レジスタ間の符号付バイナリ除算 
　　　　　　　(31ビット÷31ビット)

① 計数入力 

計数入力 

② 

① 
② 

9･285 

286 

287 

 

 

 

290 

291 

292 

293 

294 

295 

296 

297

参照 
ページ 

実行 
条件 ゼロ 

07357
キャリー 
07356

エラー 
07355

ﾉﾝｷｬﾘｰ 
07354

フラグ 

0 0 0 

0 0 0 

0 0 0 

0 0 0 

0 0 0 

0 0 0 

0 0 0 

0 

0 

0 

0 

0 

ON

ON

① 計数入力　②  リセット入力 

① 計数入力　②  リセット入力 
F-261

Fc261

４ 

４ 

288

289
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〔２〕動作による分類

分　　　　　　類�
１バイト
１ワード
２ワード

F-00

F-70

F-76

F-74

F-01

F-91

F-07

F-97

F-08

F-71

F-05

F-72

F-06

F-73

F-69

F-102

F-176

F-103

F-177

命令語�参照ﾍﾟｰｼﾞ�

レジスタ間の転送

BCD定数の転送

10進定数の転送

８進定数の転送

分　　　配

抽　　　出

桁　転　送

ファイルへの書込

ファイルの読出

転
　
　
　
　
　
　
　
送
　
　
　
　
　
　
　
命
　
　
　
　
　
　
　
令�

ｎバイト

ｎワード

１バイト

１ワード

４ビット

１バイト

１ワード

１バイト

１ワード

ｎバイト

ｎワード

２桁

４桁

８桁

８桁

ｎバイト
（同一データ）

ｎバイト
（間接指定）
ｎワード
（間接指定）

ｎワード
（同一データ）

ｎバイト
（ファイル１）
ｎワード

（ファイル１）

１バイト

１ワード

１バイト

256バイト

１ワード

１バイト

256バイト

１ワード

ｎバイト
（ファイル１）
ｎワード

（ファイル１）

■ 基本命令� ■ 応用命令�

分　　　　　　類�

STR

STR NOT

AND

AND NOT

OR

OR NOT

AND STR

OR STR

OUT

TMR

CNT

8･2

2

3

3

3

4

4

4

2

6

6

6

6

6

7

7

7

7

7

9

9･19

169

179

177

22

189

36

190

38

171

31

173

34

175

168

193

240

195

242

命令語�参照ﾍﾟｰｼﾞ�

シーケンス命令

カ
ウ
ン
タ
命
令

タ
イ
マ
命
令

減算タイマ

減算カウンタ

加算カウンタ

加算タイマ

BCD
DTMR
（BCD）

DTMR
（BIN）

UTMR
（BCD）

UTMR
（BIN）

DCNT
（BCD）

DCNT
（BIN）

UCNT
（BCD）

UCNT
（BIN）

MD
（F-20）

BCD

バイナリ

メンテナンスディスプレイ

バイナリ

BCD

バイナリ

BCD

バイナリ
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分　　　　　　類 

F-10 

Fc10 

F-11 

Fc11 

F-15 

Fc15 

F-16 

F-116 

Fc16 

F-210 

Fc210 

F-310 

F-211 

Fc211 

F-311 

F-215 

Fc215 

F-315

命令 語  参照ﾍﾟｰｼ  ゙

算
　
　
　
　
術
　
　
　
　
演
　
　
　
　
算
　
　
　
　
命
　
　
　
　
令
 

BCD 
加算 

BCD 
減算 

BCD 
乗算 

BCD 
除算 

バイナリ 
加算 

バイナリ 
減算 

バイナリ 
乗算 

レジスタ間 

レジスタ 
と定数 

レジスタ間 

レジスタ 
と定数 

レジスタ間 

レジスタ 
と定数 

レジスタ間 

レジスタ間 

レジスタ間 
（符号付） 

レジスタ 
と定数 

レジスタ 
と定数 

レジスタ間 

レジスタ間 
（符号付） 

レジスタ 
と定数 

レジスタ間 

レジスタ間 
（符号付） 

レジスタ 
と定数 

２桁＋２桁 
４桁＋４桁 
８桁＋８桁 
２桁＋２桁 
４桁＋４桁 
８桁＋４桁 
２桁－２桁 
４桁－４桁 
８桁－８桁 
２桁－２桁 
４桁－４桁 
８桁－４桁 

８ビット＋８ビット 

16ビット＋16ビット 

32ビット＋32ビット 

８ビット＋８ビット 

16ビット＋16ビット 

32ビット＋16ビット 

31ビット＋31ビット 

31ビット－31ビット 

31ビット×31ビット 

８ビット－８ビット 

16ビット－16ビット 

32ビット－32ビット 

８ビット－８ビット 

16ビット－16ビット 

32ビット－16ビット 

８ビット×８ビット 

16ビット×16ビット 

32ビット×32ビット 

８ビット×８ビット 

16ビット×16ビット 

32ビット×16ビット 

４桁×４桁 

８桁×８桁 

４桁×３桁 

８桁×４桁 

４桁÷２桁 

８桁÷８桁 

４桁÷２桁 

８桁÷４桁 

８桁÷８桁 
（小数部４桁） 

分　　　　　　類 

F-216 

Fc216 

F-316 

F-13 

Fc13 

Fx13 

F-14 

Fc14 

Fx14 

F-17 

Fc17 

Fx17 

F-18 

Fc18 

Fx18 

F-09 

F-12 

F-112 

Fc12 

Fx12 

 

命令語  参照ﾍﾟｰｼ  ゙

論
　
　
　
　
理
　
　
　
　
演
　
　
　
　
算
　
　
　
　
命
　
　
　
　
令
 

算
術
演
算
命
令
 

比
　
較
　
命
　
令
 

論理積 

論理和 

一　致 

比　較 

反　　転 

バイナリ 
除算 
 

排他的 
論理和 

レジスタ間 

レジスタ 
と定数 

レジスタと 
８進定数 

レジスタと 
８進定数 

レジスタと 
16進定数 

レジスタと 
16進定数 

レジスタと 
８進定数 

レジスタと 
16進定数 

レジスタと 
８進定数 

レジスタと 
８進定数 

レジスタと 
16進定数 

レジスタと 
16進定数 

レジスタ間 

レジスタ間 

レジスタ間 

レジスタ間 

レジスタ間 

レジスタ間 
（符号付） 

31ビット÷31ビット 

８ビット 
16ビット 
32ビット 

８ビット÷８ビット 

15ビット÷15ビット 

31ビット÷31ビット 

８ビット÷８ビット 

15ビット÷15ビット 

31ビット÷15ビット 

８ビット 

16ビット 

８ビット 

16ビット 
８ビット 
16ビット 
32ビット 

８ビット 

16ビット 

８ビット 

16ビット 
８ビット 
16ビット 
32ビット 

８ビット 

16ビット 

８ビット 

16ビット 
８ビット 
16ビット 
32ビット 

８ビット 
16ビット 
32ビット 
１バイト 
１ワード 
２ワード 

８ビット 

16ビット 

８ビット 

16ビット 

ｎバイト 

ｎワード 

１バイト 

１ワード 

１バイト 

１ワード 

9･43 

48 

51 

57 

81 

83 

85 

199 

88 

251 

254 

294 

257 

260 

295 

270 

273 

296

9･276 

279 

297 

67 

70 

72 

74 

77 

79 

90 

93 

95 

97 

100 

102 

40 

60 

197 

63 

65
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分　　　　　　類 

２桁 
４桁 
８桁 
８ビット 
16ビット 
32ビット 

１バイト 
１ワード 
２ワード 

F-04 

F-54 

F-154 

F-252 

F-253 

F-155 

F-156 

F-50 

F-51 

F-52 

F-56 

F-57 

F-58 

F-28 

F-29 

F-02 

F-174 

F-55 

F-175

命令語  参照ﾍﾟｰｼ  ゙

変
　
　
　
換
　
　
　
命
　
　
　
令
 

交
　
　
換
　
　
命
　
　
令
 

BIN→BCD変換 

HEX→ASCII変換 

ASCII→HEX変換 

時・分・秒→秒変換 

秒→時・分・秒変換 

４→16デコーダ 

16→４エンコーダ 

７SEGデコーダ 

10の補数 

２の補数 

ｎバイト 

１バイト 

ｎバイト 

データの交換 

上位４ビットと 
下位４ビットの 

交換 

ONビット数の合計 

極座標変換 

直交座標変換 

８ビット→２桁 

16ビット→６桁 

16ビット→６桁 

32ビット→10桁 

分　　　　　　類 

F-180 

Fc180 

F-181 

Fc181 

F-182 

Fc182 

F-183 

Fc183 

F-184 

Fc184 

F-185 

Fc185 

F-212 

Fc212 

Fx212 

F-03 

F-53 

F-153

命令語  参照ﾍﾟｰｼ  ゙

比
　
　
　
　
較
　
　
　
　
命
　
　
　
　
令
 

変
　
換
　
命
　
令
 

比　較 
（リレー出力付） 

ウィン 
ドウ 
コンパ 
レータ 

BCD→BIN変換 

レジスタ間 

レジスタ間 

レジスタと 
８進定数 

レジスタと 
８進定数 

レジスタ間 

レジスタ間 

レジスタと 
８進定数 

レジスタと 
８進定数 

レジスタ間 

レジスタと 
８進定数 

レジスタ間 

レジスタと 
８進定数 

レジスタ間 

レジスタと 
８進定数 

レジスタと 
16進定数 

１バイト 

１ワード 

１バイト 

１ワード 

１バイト 

１ワード 

１バイト 

１ワード 

１バイト 

１ワード 

１バイト 

１ワード 

１バイト 

１ワード 

１バイト 

１ワード 

１バイト 

１ワード 

１バイト 

１ワード 

１バイト 

１ワード 

１バイト 

１ワード 

１バイト 

１ワード 

１バイト 

１ワード 

２桁→８ビット 

４桁→16ビット 

４桁→16ビット 

８桁→32ビット 

１バイト 
１ワード 
２ワード 

＞ 

＜ 

＝ 

≧ 

≦ 

＜ 
＞ 

9･243 

245 

243 

245 

243 

245 

243 

245 

243 

245 

243 

245 

263 

266 

268 

27 

136 

216

9･29 

137 

217 

284 

285 

218 

219 

133 

134 

135 

139 

142 

145 

112 

113 

24 

238 

138 

239
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分　　　　　　類 

F-62 

F-65 

F-66 

F-63 

F-163 

F-263 

F-64 

F-164 

F-264 

F-260 

Fc260 

F-261 

Fc261 

F-60 

F-160 

Fc160 

F-61 

F-161 

F-67 

F-68

命令語  参照ﾍﾟｰｼ  ゙

タ
 
イ
 
マ
 
／
 
カ
 
ウ
 
ン
 
タ
 
命
 
令
 拡
張
タ
イ
マ
 
拡
張
カ
ウ
ン
タ
 

シ
　
フ
　
ト
　
命
　
令
 

２桁 

４桁 

１バイト 

１ワード 

１バイト 

１ワード 

１バイト 

１ワード 

１バイト 

１ワード 

１バイト 

１ワード 

１バイト 

１ワード 

 

BCD減算 
カウンタ 

減算タイマ 
（設定値、レジスタ指定） 

ｎビット 
（レジスタ指定） 

ｎバイト 
 

ｎワード 
 

ｎビット 
（定数指定） 

減算タイマ 
（定数、レジスタ指定） 

減算カウンタ 
（設定値、レジスタ指定） 

減算カウンタ 
（定数、レジスタ指定） 

バイナリ 
加算カウ 
ンタ 

バイナリ 
減算カウ 
ンタ 

両方向シフト 
レジスタ 

非同期両方向 
シフトレジスタ 

 

桁シフト（上位シフト） 
 

桁シフト（下位シフト） 
 

＋１ 

＋２ 

＋４ 

－１ 

－２ 

－４ 

１バイト 
１ワード 
２ワード 

８ビット 
16ビット 
32ビット 

分　　　　　　類 

F-170 

F-171 

F-172 

F-173 

F-79 

F-22 

F-23 

F-24 

F-25 

F-26 

F-27 

F-43 

F-44 

F-45 

F-32 

F-33 

F-130 

F-131 

F-132 

F-133

命令語  参照ﾍﾟｰｼ  ゙

ビ
　
　
ッ
　
　
ト
　
　
処
　
　
理
　
　
命
　
　
令
 

デ
　
　
ー
　
　
タ
　
　
処
　
　
理
　
　
命
　
　
令
 

データの削除 

データの挿入 

データの検索 

データの変更 

データの並び替え 

SIN関数 

COS関数 

TAN関数 

ASIN関数 

ATAN関数 

ACOS関数 

ビット反転 

ON時微分 

OFF時微分 

間接指定 

間接指定 

直接指定 

直接指定 

ビットセット／ 
リセット 

２桁 
４桁 
８桁 

２桁 

４桁 

BCDアップ 
ダウンカウンタ 

BCD加算 
カウンタ 

セットコイル 

リセットコイル 

ビット抽出 

１バイト 

１ワード 

１バイト 

１ワード 

１バイト 

１ワード 

１バイト 

１ワード 

１バイト 

１ワード 

9･230 

232 

234 

236 

183 

106 

107 

108 

109 

110 

111 

128 

129 

130 

117 

118 

200 

201 

202 

203

9･155 

162 

164 

158 

226 

290 

160 

228 

292 

286 

287 

288 

289 

146 

220 

221 

151 

222 

166 

167
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分　　　　　　類 

F-34 

F-35 

F-36 

F-37 

F-38 

 

F-206 

F-207 

F-204 

F-205 

F-20 

F-21 

F-77 

F-78 

F-80 

F-82 

F-85 

F-86 

F-100 

F-101

命 令 語  参照ﾍﾟｰｼ  ゙

時
　
計
　
命
　
令
 

通
　
信
　
命
　
令
 

そ
 
　
の
 
　
他
 
　
の
 
　
命
 
　
令
 

時計現在値との比較 
（指定リレーのセット） 

時計現在値との比較 
（指定リレーのリセット） 

時間の加算 

時間の減算 

時計現在値の転送 

オープンチャンネル命令 

送信命令 

受信命令 

平方根 

データのサムチェック 
コードの生成 

データのチェック 

特殊I／O 
ユニット 

間接アドレス 
の設定 

リマーク 
（コメント識別用命令） 

I／Oリフレッシュ 

オープンチャンネル１ 
（階層通信設定） 

オープンチャンネル２ 
（階層通信設定） 

メンテナンスディスプレイ 
（ＭＤ） 

F-202 

F-203

リフレッシュ 

ファイル０のみ 

ファイル０～３ 

読出 

書込 

F-90 
（REM） 

分　　　　　　類 

F-30 

F-31 

F-231 

F-41 

F-42 

F-242 

F-47 

F-48 

F-40 

F-49 

F-140 

F-141 

F-151 

F-142 

F-148 

F-143 

F-149 

F-144 

F-146

命 令 語  参照ﾍﾟｰｼ  ゙

演
　
　
算
　
　
条
　
　
件
　
 
命
　
 
令
 

分
　
　
　
　
岐
　
　
　
　
命
　
　
　
　
令
 

サブルーチン 
コール 

サブルーチン 
からのリターン 

ループ回数の 
設定 

ループの終了 

ループの強制終了 

マスターコントロール 
ネスティング リセット 

ジャンプコントロールのセット 

ジャンプコントロールのリセット 

レベル演算条件のセット 

レベル演算条件のリセット 

無条件エンド 

エンド 

ラベル 

ジャンプ 

条件エンド 

直接指定 

間接指定 

直接指定 

間接指定 

無条件リターン 

条件リターン 

直接指定 

間接指定 

ジャンプコントロール 
ネスティング リセット 

マスターコントロールのセット 

マスターコントロールのリセット 

F-145 

F-147

9･114 

114 

282 

126 

126 

283 

131 

131 

125 

132 

204 

205 

215 

207 

213 

207 

214 

209 

211 

209 

212

9･120 

121 

122 

123 

124 

247 

250 

250 

248 

249 

104 

105 

181 

182 

185 

186 

187 

187 

191 

192 

188
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〔３〕命令語処理時間

STR
STR NOT
AND
AND NOT
OR
OR NOT
AND STR
OR STR
OUT
NOP

命令語 

処理時間（μs） 
 

0.05
0.05
0.05
0.05
0.05
0.05
0.05
0.05
0.10
0.05

JW-31CUH 
JW-32CUH 
JW-33CUH

JW-31CUH1 
JW-32CUH1 
JW-33CUH1/2/3

１語命令(*1) ２語命令(*2) １語命令(*1) ２語命令(*2) 
 0.10

0.10
0.10
0.10
0.10
0.10
－ 
－ 
0.15
－ 

0.038 
0.038 
0.038 
0.038 
0.038 
0.038 
0.038 
0.038 
0.076 
0.038 
 

0.076 
0.076 
0.076 
0.076 
0.076 
0.076 
－ 
－ 
0.114 
－ 
 (*1) １語命令はリレー番号00000～15777、TMR/CNT接点番号0000～0777を使用する場合 

(*2) ２語命令はリレー番号20000～75777、TMR/CNT接点番号1000～1777を使用する場合 
 

TMR
DTMR(BCD)
DTMR(BIN)
UTMR(BCD)
UTMR(BIN)
CNT
DCNT(BCD)
DCNT(BIN)
UCNT(BCD)
UCNT(BIN)
MD

命令語 
処理時間（μs） 

 

3.55
3.60
3.60
3.60
3.60
4.35
4.70
4.70
4.70
4.70
1.60

2.70
2.74
2.74
2.74
2.74
3.31
3.57
3.57
3.57
3.57
1.22

JW-31CUH 
JW-32CUH 
JW-33CUH

JW-31CUH1 
JW-32CUH1 
JW-33CUH1/2/3

 

命令語 

処理時間（μs） 
 JW-31CUH 

JW-32CUH 
JW-33CUH

JW-31CUH1 
JW-32CUH1 
JW-33CUH1/2/3

実行時 非実行時 
 

実行時 非実行時 
  

 
F-00
F-00w
F-00d
F-01
F-01w
F-02
F-02w
F-02d
F-03
F-03w
F-04
F-04w
F-05
F-05w
F-06
F-06w
F-07
F-07w
F-08
F-08w
F-09
F-09w
F-09d

0.60
0.60
0.60
0.60
0.60
0.60
0.60
0.60
1.20
1.20
0.60
0.60
0.60
0.60
0.60
0.60
0.60
0.60
0.60
0.60
0.60
0.60
0.60

1.60
1.95
2.50
1.40
1.60
1.90
2.50
3.55
3.05
4.25
2.50
5.45
2.00
2.30
2.00
2.30
1.40
1.60
1.40
1.60
1.70
2.10
2.75

1.22
1.48
1.90
1.06
1.22
1.44
1.90
2.70
2.32
3.23
1.90
4.14
1.52
1.75
1.52
1.75
1.06
1.22
1.06
1.22
1.29
1.60
2.09

0.46
0.46
0.46
0.46
0.46
0.46
0.46
0.46
0.91
0.91
0.46
0.46
0.46
0.46
0.46
0.46
0.46
0.46
0.46
0.46
0.46
0.46
0.46
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命令語 

処理時間（μs） 
 JW-31CUH 

JW-32CUH 
JW-33CUH

JW-31CUH1 
JW-32CUH1 
JW-33CUH1/2/3

実行時 非実行時 
 

実行時 非実行時 
  

 
F-10
F-10w
F-10d
Fc10
Fc10w
Fc10d
F-11
F-11w
F-11d
Fc11 
Fc11w 
Fc11d 
F-12 
F-12w 
F-12d 
Fc12 
Fc12w 
Fx12 
Fx12w 
F-13 
F-13w 
F-13d 
Fc13 
Fc13w 
Fx13 
Fx13w 
F-14 
F-14w 
F-14d 
Fc14 
Fc14w 
Fx14 
Fx14w 
F-15 
F-15d 
Fc15 
Fc15d 
F-16 
F-16d 
Fc16 
Fc16d 
F-17
F-17w
F-17d
Fc17
Fc17w
Fx17
Fx17w
F-18
F-18w
F-18d
Fc18
Fc18w
Fx18
Fx18w
F-20
F-21
F-22
F-23
F-24

1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.05 
1.05 
1.05 
1.05 
1.05 
1.05 
1.05 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
0.60
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
 　－  

1.20
1.20
1.20
1.20

4.95 
7.20 
16.85 
4.70 
6.55 
15.40 
4.85 
6.95 
15.20 
4.60 
6.30 
13.90 
2.60 
3.35 
4.15 
2.50 
3.15 
2.50 
3.15 
2.10 
2.75 
3.70 
2.00 
2.55 
2.00 
2.55 
2.10 
2.75 
3.70 
2.00 
2.55 
2.00 
2.55 
26.60 
101.30 
25.95 
99.85 
10.85 
51.95 
10.60 
49.45 

2.15
2.85
3.90
2.05
2.65
2.05
2.65
2.10
2.75
3.70
2.00
2.55
2.00
2.55
1.60

43.47
58.00
58.00
76.00

3.76 
5.47 
12.81 
3.57 
4.98 
11.70 
3.69 
5.28 
11.55 
3.50 
4.79 
10.56 
1.98 
2.55 
3.15 
1.90 
2.39 
1.90 
2.39 
1.60 
2.09 
2.81 
1.52 
1.94 
1.52 
1.94 
1.60 
2.09 
2.81 
1.52 
1.94 
1.52 
1.94 
20.22 
76.99 
19.72 
75.87 
8.25 
39.48 
8.06 
37.58 

1.63
2.17
2.96
1.56
2.01
1.56
2.01
1.60
2.09
2.81
1.52
1.94
1.52
1.94
1.22

33.04
44.08
44.08
57.76 

 
 

0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.80 
0.80 
0.80 
0.80 
0.80 
0.80 
0.80 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.46
0.46
0.46
0.46
0.46
0.46
0.46
0.46
0.46
0.46
0.46
0.46
0.46
0.46
－  
0.91
0.91
0.91
0.91

 

※ 

※　JW-31CUH/H1ではプログラムできません。 
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命令語 

処理時間（μs） 
 JW-31CUH 

JW-32CUH 
JW-33CUH

JW-31CUH1 
JW-32CUH1 
JW-33CUH1/2/3

実行時 非実行時 
 

実行時 非実行時 
  

 

 

F-25 
F-26 
F-27 
F-28 
F-29 
F-30 
F-31 
F-32 
F-33 
F-34 
F-35 
F-36 
F-37 
F-38 
F-40 
F-41 
F-42 
F-43 
F-44 
F-45 
F-47 
F-48 
F-49 
F-50 
F-51 
F-52 
F-53 
F-54 
F-55 
F-56 
F-56w 
F-56d 
F-57 
F-57w 
F-57d 
F-58 
F-60 
F-60w 
F-60d 
F-61 
F-61w 
F-61d 
F-62 
F-62w 
F-62d 
F-63 
F-63w 
F-64 
F-64w 
F-65 
F-65w 
F-66 
F-66w 
F-67 
F-68 
F-69 
F-70 
F-70w 
F-71 
F-71w

98.00 
109.00 
44.50 
146.25 
229.75 
1.95 
1.20 
0.20 
0.20 
2.25 
2.25 
9.70 
10.15 
1.95 
1.25 
2.15 
1.30 
0.60 
0.80 
　0.90 
0.50 
0.50 
1.55 
1.95 
2.30 
2.00 
4.25 
5.45 
1.80 
3.70 
5.40 
13.00 
1.75 
2.30 
3.10 
 

3.97 
4.62 
5.62 
1.92 
2.37 
5.37 
4.40 
5.55 
7.75 
2.15 
2.60 
2.15 
2.60 
3.05 
4.10 
3.45 
4.75 
 
 

1.75 
 
 

1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
－  
－  
－  
－  
0.45 
0.45 
1.20 
1.20 
 0.60 
－  
－  
－  
－  
－  
－  
－  
－  
1.00 
 0.60 
 0.60 
 0.60 
 1.20 
 0.60 
 0.60 
 1.20 
1.20 
1.20 
0.60 
 0.60 
0.60 
0.60 
3.02 
3.02 
3.02 
1.20 
1.20 
1.20 
1.95 
1.95 
1.95 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60

74.48 
82.84 
33.82 
111.15 
174.61 
1.48 
0.91 
0.15 
0.15 
1.71 
1.71 
7.37 
7.71 
1.48 
0.95 
1.63 
0.99 
0.46 
0.61 
0.68 
0.38 
0.38 
1.18 
1.48 
1.75 
1.52 
3.23 
4.14 
1.37 
2.81 
4.10 
9.88 
1.33 
1.75 
2.36 
 

3.02 
3.51 
4.27 
1.46 
1.80 
4.08 
3.34 
4.22 
5.89 
1.63 
1.98 
1.63 
1.98 
2.32 
3.12 
2.62 
3.61 
 
 

1.33 
 
 

0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
－  
－  
－  
－  
0.34 
0.34 
0.91 
0.91 
0.46 
－  
－  
－  
－  
－  
－  
－  
－ 
0.76 
0.46 
0.46 
0.46 
0.91 
0.46 
0.46 
0.91 
0.91 
0.91 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
2.30 
2.30 
2.30 
0.91 
0.91 
0.91 
1.48 
1.48 
1.48 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
 
 
 

  

2.68+0.80B   (B=1~256)
2.78+0.80B   (B=1~256)

4.03+0.35B   (B=1~256)
4.03+0.70W (W=1~256)

6.43+0.30W (W=1~512)
6.23+0.15B   (B=1~1024)

1.80+1.20B  (B=1~8) 1.37+0.91B  (B=1~8)

2.04+0.61B   (B=1~256)
2.11+0.61B   (B=1~256)

3.06+0.27B   (B=1~256)
3.06+0.57W (W=1~256)
4.74+0.11B   (B=1~1024)
4.89+0.22W (W=1~512)

※ 

※ 

※　JW-31CUH/H1ではプログラムできません。 
(*1)　 B：バイト数　　W：ワード数 

(*1) (*1)

(*1)
(*1)

(*1)
(*1)
(*1)
(*1) (*1)

(*1)
(*1)
(*1)

(*1)
(*1)
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命令語 

処理時間（μs） 
 JW-31CUH 

JW-32CUH 
JW-33CUH

JW-31CUH1 
JW-32CUH1 
JW-33CUH1/2/3

実行時 非実行時 
 

実行時 非実行時 
  

 

 

2.38+1.25B   (B=1~256)
2.38+2.50W (W=1~256)

3.45+0.95B (B=1~256)

3.70+0.55B   (B=1~256)
3.70+1.10W (W=1~256)
3.30+0.55B   (B=1~256)
3.30+1.10W (W=1~256)
3.68+0.15B   (B=1~256)
3.98+0.30W (W=1~256)
4.18+0.35B   (B=1~256)
4.18+0.70W (W=1~256)
2.11+0.45B   (B=1~256)
2.83+0.45B   (B=1~256)

1.81+0.95B   (B=1~256)
1.81+1.90W (W=1~256)

2.62+0.72B (B=1~256)

F-72 
F-72w 
F-73 
F-73w 
F-74 
F-74w 
F-76 
F-76w 
F-77 
F-78 
F-79 
 
 
 
 
 
F-79w 
 
 
 
 
 
F-80
F-82
F-85
F-86
F-90
F-91
F-97
F-100
F-101
F-102
F-102w
F-103
F-103w
F-112
F-112w
F-116
F-130
F-131
F-132
F-133
F-140
F-141
F-142
F-143
F-144
F-145
F-146
F-147
F-148
F-149
F-151
F-153
F-154
F-155
F-156
F-160
Fc160
F-161

0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
1.20 
0.60

27.95 21.24

0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.91 
0.46 
 
 
 
 
 

0.46 
 
 

2.81+0.42B   (B=1~256)
2.81+0.84W (W=1~256)
2.51+0.42B   (B=1~256)
2.51+0.84W (W=1~256)
2.80+0.11B   (B=1~256)
3.03+0.23W (W=1~256)
3.18+0.27B   (B=1~256)
3.18+0.53W (W=1~256)
1.60+0.34B   (B=1~256)
2.15+0.34B   (B=1~256)

  10バイト･･･68 
  20バイト･･･167 
  50バイト･･･828 
100バイト･･･3165 
200バイト･･･12500 
256バイト･･･20300
  10ワード･･･90 
  20ワード･･･233 
  50ワード･･･1192 
100ワード･･･4560 
200ワード･･･17000 
256ワード･･･28900

  10バイト･･･52 
  20バイト･･･127 
  50バイト･･･629 
100バイト･･･2405 
200バイト･･･9500 
256バイト･･･15428
  10ワード･･･68 
  20ワード･･･177 
  50ワード･･･906 
100ワード･･･3466 
200ワード･･･12920 
256ワード･･･21964

 

特殊I/Oの状態による 
特殊I/Oの状態による 
特殊I/Oの状態による 

特殊I/Oの状態による 
特殊I/Oの状態による 
特殊I/Oの状態による 

0.10 
1.90 
4.05 
2.28 
2.05 
2.40 
2.80 
2.70 
3.10

0.08 
1.44 
3.08 
1.73 
1.56 
1.82 
2.13 
2.05 
2.36 
  　 

35.85 
2.35 
2.25 
2.10 
2.00 
1.85 
1.95 
3.30 
2.40 
3.05 
3.05 
3.15 
1.05 
4.00 
2.30 
2.55 
6.35 
23.00 
26.45 
13.25 
32.05 
31.65 

 

27.25 
1.79 
1.71 
1.60 
1.52 
1.41 
1.48 
2.51 
1.82 
2.32 
2.32 
2.39 
0.80 
3.04 
1.75 
1.94 
4.83 
17.48 
20.10 
10.07 
24.36 
24.05

1.05 
1.05 
1.20 
1.20 
  － 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
1.05 
1.05 
1.20 
1.05 
1.05 
1.05 
1.05 
  － 
1.00 
1.15 
  － 
3.05 
3.05 
3.15 
1.05 
1.15 
1.05 
1.00 
1.20 
0.60 
1.20 
1.20 
5.22 
4.82 
1.20 
 

0.80 
0.80 
0.91 
0.91 
  － 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
0.80 
0.80 
0.91 
0.80 
0.80 
0.80 
0.80 
  － 
0.76 
0.87 
  － 
2.32 
2.32 
2.32 
0.80 
0.87 
0.80 
0.76 
0.91 
0.46 
0.91 
0.91 
3.97 
3.66 
0.91

※ 

※ 

※ 

※ 

※　JW-31CUH/H1ではプログラムできません。 
(*1)　 B：バイト数　　W：ワード数　　　(*2)　シフト領域全データ 00 時 
 

(*1)(*1) (*2) (*2)

(*1)
(*1)
(*1)
(*1)
(*1)
(*1)
(*1)
(*1)
(*1)
(*1)

(*1)
(*1)
(*1)
(*1)

(*1)
(*1)

(*1)
(*1)
(*1)
(*1)

(*1)
(*1)

(*1)
(*1)

0.60
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処理時間（μs） 
 JW-31CUH 

JW-32CUH 
JW-33CUH

JW-31CUH1 
JW-32CUH1 
JW-33CUH1/2/3

実行時 非実行時 
 

実行時 非実行時 
  

 

 

  

3.13+1.06W (W=1~256） 
 

1.73+0.42B   (B=1~256) 
1.96+0.84W (W=1~256) 
1.73+0.42B   (B=1~256) 
1.96+0.84W (W=1~256) 
2.53+0.46B   (B=1~256) 
2.91+0.65W (W=1~256) 
2.61+1.03B   (B=1~256) 
3.10+1.44W (W=1~256) 
1.69+0.34B   (B=1~1024) 
1.62+0.57B   (B=1~1024)

F-161w 
F-163 
F-163w 
F-164 
F-164w 
F-170 
F-170w 
F-171 
F-171w 
F-172 
F-172w 
F-173 
F-173w 
F-174 
F-175 
F-176 
F-177 
F-180 
F-180w 
Fc180 
Fc180w 
F-181 
F-181w 
Fc181 
Fc181w 
F-182 
F-182w 
Fc182 
Fc182w 
F-183 
F-183w 
Fc183 
Fc183w 
F-184 
F-184w 
Fc184 
Fc184w 
F-185 
F-185w 
Fc185 
Fc185w 
F-202 
F-203 
F-204 
F-205 
F-206 
F-207 
F-210 
F-210w 
F-210d 
Fc210 
Fc210w 
Fc210d 
F-211 
F-211w 
F-211d 
Fc211 
Fc211w 
Fc211d 
F-212

2.28+0.55B  (B=1~256)
2.58+1.10W  (W=1~256)

4.21+1.40W (W=1~256)

2.28+0.55B  (B=1~256)
2.58+1.10W  (W=1~256 )
3.33+0.60B  (B=1~256)
3.83+0.85W (W=1~256)
3.43+1.35B  (B=1~256)
4.08+1.90W (W=1~256)
2.23+0.45B   (B=1~1024)
2.13+0.75B   (B=1~1024)

2.20 
2.65 
2.15 
2.60

1.67 
2.01 
1.63 
1.98 
 

1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
0.60 
0.60 
0.60 
0.60 
2.20 
 2.20 
2.20 
2.20 
 2.20 
 2.20 
 2.20 
 2.20 
 2.20 
2.20 
2.20 
2.20 
2.20 
2.20 
2.20 
 2.20 
 2.20 
 2.20 
 2.20 
2.20 
 2.20 
 2.20 
 2.20 
2.20 
 0.85 
 0.85 
 1.20 
 1.20 
 0.85 
 0.85 
 1.20 
 1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
 1.05

0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.46 
0.46 
0.46 
0.46 
1.67 
1.67 
1.67 
1.67 
1.67 
1.67 
1.67 
1.67 
1.67 
1.67 
1.67 
1.67 
1.67 
1.67 
1.67 
1.67 
1.67 
1.67 
1.67 
1.67 
1.67 
1.67 
1.67 
1.67 
0.65 
0.65 
0.91 
0.65 
0.65 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.80

143.65 
144.65 
3.40 
4.05 
3.30 
3.85 
3.40 
4.05 
3.30 
3.85 
3.40 
4.05 
3.30 
3.85 
3.40 
4.05 
3.30 
3.85 
3.40 
4.05 
3.30 
3.85 
3.40 
4.05 
3.30 
3.85 
2.70 
2.70 
3.60 
3.60 
2.70 
2.70 
3.15 
3.95 
5.05 
3.05 
3.70 
4.40 
3.00 
3.80 
5.00 
2.90 
3.55 
4.35 
3.15

109.17 
109.93 
2.58 
3.08 
2.51 
2.93 
2.58 
3.08 
2.51 
2.93 
2.58 
3.08 
2.51 
2.93 
2.58 
3.08 
2.51 
2.93 
2.58 
3.08 
2.51 
2.93 
2.58 
3.08 
2.51 
2.93 
2.05 
2.05 
2.74 
2.74 
2.05 
2.05 
2.39 
3.00 
3.84 
2.32 
2.81 
3.34 
2.28 
2.89 
3.80 
2.20 
2.70 
3.31 
2.39

 

※ 

※ 

※　JW-31CUH/H1ではプログラムできません。 
(*1)　 B：バイト数　　W：ワード数　　　(*2)　シフト領域全データ 00 時 

(*1)(*2) (*2)

(*1)
(*1)
(*1)
(*1)
(*1)
(*1)
(*1)
(*1)
(*1)

(*1)

(*1)
(*1)
(*1)
(*1)
(*1)

(*1)
(*1)

(*1)
(*1)
(*1)(*1)
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処理時間（μs） 
 JW-31CUH 

JW-32CUH 
JW-33CUH

JW-31CUH1 
JW-32CUH1 
JW-33CUH1/2/3

実行時 非実行時 
 

実行時 非実行時 
  

 

 

 
F-212w 
F-212d 
Fc212 
Fc212w 
Fx212 
Fx212w 
F-215 
F-215w 
F-215d 
Fc215 
Fc215w 
Fc215d 
F-216 
F-216w 
F-216d 
Fc216 
Fc216w 
Fc216d 
F-231 
F-242 
F-252 
F-253 
F-260 
Fc260 
F-261 
Fc261 
F-263 
F-263w 
F-264 
F-264w 
F-310 
F-311 
F-315 
F-316

1.05 
1.05 
1.05 
1.05 
1.05 
1.05 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
1.20 
　－  
－  
0.60 
1.20 
 3.40 
 3.40 
 3.50 
 3.50 
 1.20 
 1.20 
 1.20 
 1.20 
 1.20 
1.20 
1.20 
1.20

4.15 
5.25 
2.95 
3.20 
2.95 
 3.20 
3.10 
4.05 
6.30 
3.00 
3.80 
5.65 
4.05 
5.10 
6.60 
3.95 
4.85 
5.95 
1.55 
1.75

3.15 
3.99 
2.20 
2.43 
2.24 
2.43 
2.36 
3.08 
4.79 
2.28 
2.89 
4.29 
3.08 
3.88 
5.02 
3.00 
3.69 
4.52 
1.18 
1.33 
 

0.80 
0.80 
0.80 
0.80 
0.80 
0.80 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
－  
－  
0.46 
0.91 
2.58 
2.58 
2.66 
2.66 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
0.91 
 

1.60+1.10B (B=1~1024) 
2.48+1.34B (B=1~1024)

1.22+0.84B (B=1~1024) 
1.89+1.01B (B=1~1024)

3.90 
3.90 
4.00 
4.00 
2.20 
2.65 
2.15 
2.60 
4.65 
4.65 
6.45 
6.95

2.96 
2.96 
3.04 
3.04 
1.67 
2.01 
1.63 
1.98 
3.53 
3.53 
4.90 
5.28

(*1)　 B：バイト数 

(*1)
(*1) (*1)

(*1)
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































	表紙
	目次
	第１章　概　　要
	第２章　データメモリ　　
	２−１　ファイル番号とファイルアドレス
	２−２　データメモリ（ファイル０）の種類　
	〔１〕データメモリの種類　
	〔２〕データメモリの機能
	〔３〕特殊リレー
	〔４〕ＴＭＲ、ＣＮＴ、ＭＤのデータ格納領域　
	〔５〕リレー領域のバイトアドレス　
	〔６〕レジスタ領域の予約領域　

	２−３　ファイル０のメモリマップ
	〔１〕バイトアドレス順　
	〔２〕ファイルアドレス順　

	２−４　入出力リレーの割付　
	〔１〕Ｉ／Ｏ登録の種類　
	〔２〕最大入出力点数と入出力リレーの割付　
	〔３〕入出力リレー番号の割付例
	〔４〕サポートツールによるＩ／Ｏ登録


	第３章　パラメータメモリ
	３−１　特殊Ｉ／Ｏユニットのパラメータ
	３−２　オプションユニットのパラメータ

	第４章　プログラムメモリ
	第５章　システムメモリ　
	５−１　システムメモリ
	５−２　システムメモリの内容

	第６章　コントロールユニットの動作　
	６−１　運転サイクル　
	〔１〕動作フローチャート　
	〔２〕パワーＯＮ処理　
	〔３〕スキャンサイクル　

	６−２　自己診断　
	〔１〕自己診断内容
	〔２〕停止出力　
	〔３〕特殊リレー　
	〔４〕異常コード　
	〔５〕異常時の出力ユニットのＯＮ／ＯＦＦ状態


	第７章　命令語一覧　
	〔１〕番号順　
	〔２〕動作による分類　
	〔３〕命令語処理時間　

	第８章　基本命令の説明
	８−１　ビット処理部の動作　
	８−２　各基本命令について　
	〔１〕ＳＴＲ／ＯＵＴ
	〔２〕ＳＴＲ　ＮＯＴ
	〔３〕ＡＮＤ　
	〔４〕ＡＮＤ　ＮＯＴ
	〔５〕ＯＲ
	〔６〕ＯＲ　ＮＯＴ　
	〔７〕ＡＮＤ　ＳＴＲ　
	〔８〕ＯＲ　ＳＴＲ
	〔９〕ＴＭＲ（タイマ命令）
	〔１０〕ＣＮＴ（カウンタ命令）　
	〔１１〕ＭＤ（メンテナンスディスプレイ）　

	８−３　ラダ−設計に関する留意事項　
	〔１〕リレー盤用ラダ−図から書換えを必要とする回路
	〔２〕入出力一括処理方式　
	〔３〕プログラム順序による影響　
	〔４〕プログラムの簡略化　
	〔５〕直並列回路のプログラム


	第９章　応用命令の説明　
	９−１　応用命令に関する留意事項　
	〔１〕数値の表現方法
	〔２〕ソースとデスティネーション
	〔３〕間接アドレス指定　
	〔４〕応用命令とスタックレジスタ
	〔５〕演算実行条件
	〔６〕データ処理命令とフラグ
	〔７〕倍長演算　
	〔８〕符号付演算　
	〔９〕データメモリのブロックと基準アドレス
	〔１０〕ファイル番号を指定する命令　
	〔１１〕数値信号の入出力方法

	９−２　各応用命令について　
	Ｆ−00　１バイトデータの転送　
	Ｆ−00ｗ　１ワードデータの転送　
	Ｆ−00ｄ　２ワードデータの転送　
	Ｆ−01　ＢＣＤ定数（２桁）の転送　
	Ｆ−01ｗ　ＢＣＤ定数（４桁）の転送　
	Ｆ−02　１バイトデータの交換　
	Ｆ−02ｗ　１ワードデータの交換
	Ｆ−02ｄ　２ワードデータの交換
	Ｆ−03　ＢＣＤ（２桁）→ＢＩＮ（８ビット）変換　
	Ｆ−03ｗ　ＢＣＤ（４桁）→ＢＩＮ（16ビット）変換　
	Ｆ−04　ＢＩＮ（８ビット）→ＢＣＤ（２桁）変換　
	Ｆ−04ｗ　ＢＩＮ（16ビット）→ＢＣＤ（６桁）変換　
	Ｆ−05　１バイトデータの分配　
	Ｆ−05ｗ　１ワードデータの分配　
	Ｆ−06　１バイトデータの抽出　
	Ｆ−06ｗ　１ワードデータの抽出　
	Ｆ−07　10進定数（１バイト）の転送　
	Ｆ−07ｗ　10進定数（１ワード）の転送　
	Ｆ−08　８進定数（１バイト）の転送　
	Ｆ−08ｗ　８進定数（１ワード）の転送　
	Ｆ−09　８ビットデータの反転　
	Ｆ−09ｗ　16ビットデータの反転　
	Ｆ−09ｄ　32ビットデータの反転　
	Ｆ−10　レジスタ間（ＢＣＤ２桁）の加算　
	Ｆ−10ｗ　レジスタ間（ＢＣＤ４桁）の加算　
	Ｆ−10ｄ　レジスタ間（ＢＣＤ８桁）の加算　
	Ｆｃ10　レジスタ（ＢＣＤ２桁）と定数（２桁）の加算　
	Ｆｃ10ｗ　レジスタ（ＢＣＤ４桁）と定数（４桁）の加算　
	Ｆｃ10ｄ　レジスタ（ＢＣＤ８桁）と定数（４桁）の加算　
	Ｆ−11　レジスタ間（ＢＣＤ２桁）の減算　
	Ｆ−11ｗ　レジスタ間（ＢＣＤ４桁）の減算　
	Ｆ−11ｄ　レジスタ間（ＢＣＤ８桁）の減算　
	Ｆｃ11　レジスタ（ＢＣＤ２桁）と定数（２桁）の減算　
	Ｆｃ11ｗ　レジスタ（ＢＣＤ４桁）と定数（４桁）の減算　
	Ｆｃ11ｄ　レジスタ（ＢＣＤ８桁）と定数（４桁）の減算　
	Ｆ−12　レジスタ間（１バイト）の比較　
	Ｆ−12ｗ　レジスタ間（１ワード）の比較　
	Ｆ−12ｄ　レジスタ間（２ワード）の比較　
	Ｆｃ12　レジスタと８進定数（１バイト）の比較　
	Ｆｃ12ｗ　レジスタと８進定数（１ワード）の比較
	Ｆｘ12　レジスタと16進定数（１バイト）の比較　
	Ｆｘ12ｗ　レジスタと16進定数（１ワード）の比較　
	Ｆ−13　レジスタ間（１バイト）の論理積　
	Ｆ−13ｗ　レジスタ間（１ワード）の論理積　
	Ｆ−13ｄ　レジスタ間（２ワード）の論理積　
	Ｆｃ13　レジスタと８進定数（１バイト）の論理積
	Ｆｃ13ｗ　レジスタと８進定数（１ワード）の論理積
	Ｆｘ13　レジスタと16進定数（１バイト）の論理積
	Ｆｘ13ｗ　レジスタと16進定数（１ワード）の論理積
	Ｆ−14　レジスタ間（１バイト）の論理和　
	Ｆ−14ｗ　レジスタ間（１ワード）の論理和　
	Ｆ−14ｄ　レジスタ間（２ワード）の論理和　
	Ｆｃ14　レジスタと８進定数（１バイト）の論理和　
	Ｆｃ14ｗ　レジスタと８進定数（１ワード）の論理和　
	Ｆｘ14　レジスタと16進定数（１バイト）の論理和
	Ｆｘ14ｗ　レジスタと16進定数（１ワード）論理和　
	Ｆ−15　レジスタ間（ＢＣＤ４桁）の乗算　
	Ｆ−15ｄ　レジスタ間（ＢＣＤ８桁）の乗算　
	Ｆｃ15　レジスタ間（ＢＣＤ４桁）とＢＣＤ定数（３桁）の乗算
	Ｆｃ15ｄ　レジスタ（ＢＣＤ８桁）とＢＣＤ定数（４桁）の乗算
	Ｆ−16　レジスタ（ＢＣＤ４桁）とレジスタ（ＢＣＤ２桁）の除算　
	Ｆ−16ｄ　レジスタ（ＢＣＤ８桁）とレジスタ（ＢＣＤ８桁）の除算　
	Ｆｃ16　レジスタ（ＢＣＤ４桁）とＢＣＤ定数（２桁）の除算　
	Ｆｃ16ｄ　レジスタ（ＢＣＤ８桁）とＢＣＤ定数（４桁）の除算　
	Ｆ−17　レジスタ間（１バイト）の一致　
	Ｆ−17ｗ　レジスタ間（１ワード）の一致　
	Ｆ−17ｄ　レジスタ間（２ワード）の一致　
	Ｆｃ17　レジスタと８進定数（１バイト）の一致　
	Ｆｃ17ｗ　レジスタと８進定数（１ワード）の一致　
	Ｆｘ17　レジスタと16進定数（１バイト）の一致　
	Ｆｘ17ｗ　レジスタと16進定数（１ワード）の一致　
	Ｆ−18　レジスタ間（１バイト）の排他的論理和
	Ｆ−18ｗ　レジスタ間（１ワード）の排他的論理和　
	Ｆ−18ｄ　レジスタ間（２ワード）の排他的論理和　
	Ｆｃ18　レジスタと８進定数（１バイト）の排他的論理和
	Ｆｃ18ｗ　レジスタと８進定数（１ワード）の排他的論理和
	Ｆｘ18　レジスタと16進定数（１バイト）の排他的論理和
	Ｆｘ18ｗ　レジスタと16進定数（１ワード）の排他的論理和
	Ｆ−20　メンテナンスディスプレイ　
	Ｆ−21　レジスタ（ＢＣＤ８桁）の平方根　
	Ｆ−22　三角関数（ＳＩＮ）の演算　
	Ｆ−23　三角関数（ＣＯＳ）の演算　
	Ｆ−24　三角関数（ＴＡＮ）の演算　
	Ｆ−25　三角関数（ＡＳＩＮ）の演算　
	Ｆ−26　三角関数（ＡＣＯＳ）の演算　
	Ｆ−27　三角関数（ＡＴＡＮ）の演算　
	Ｆ−28　直交座標系（Ｘ、Ｙ）データの極座標系（γ、θ）変換　
	Ｆ−29　極座標系（γ、θ）データの直交座標系（Ｘ、Ｙ）変換　
	Ｆ−30　マスターコントロールセット　
	Ｆ−31　マスターコントロールリセット　
	Ｆ−32　セットコイル　
	Ｆ−33　リセットコイル　
	Ｆ−34　時計の現在値との比較（指定リレーのセット）　
	Ｆ−35　時計の現在値との比較（指定リレーのリセット）
	Ｆ−36　時計の加算　
	Ｆ−37　時計の減算　
	Ｆ−38　時計現在値の転送　
	Ｆ−40　エンド命令　
	Ｆ−41　ジャンプコントロールセット　
	Ｆ−42　ジャンプコントロールリセット　
	Ｆ−43　ビット反転　
	Ｆ−44　ＯＮ時微分　
	Ｆ−45　ＯＦＦ時微分
	Ｆ−47　レベル演算条件セット　
	Ｆ−48　レベル演算条件リセット　
	Ｆ−49　条件エンド　
	Ｆ−50　４→16デコーダ　
	Ｆ−51　16→４エンコーダ　
	Ｆ−52　７ＳＥＧデコーダ
	Ｆ−53　ＢＣＤ（４桁）→ＢＩＮ（16ビット）変換　
	Ｆ−54　ＢＩＮ（16ビット）→ＢＣＤ（６桁）変換　
	Ｆ−55　上位４ビットと下位４ビットの交換　
	Ｆ−56　１バイトデータの10の補数　
	Ｆ−56ｗ　１ワードデータの10の補数　
	Ｆ−56ｄ　２ワードデータの10の補数　
	Ｆ−57　１バイトデータの２の補数　
	Ｆ−57ｗ　１ワードデータの２の補数　
	Ｆ−57ｄ　２ワードデータの２の補数　
	Ｆ−58　ＯＮビット数の合計　
	Ｆ−60　両方向シフトレジスタ（１バイト）　
	Ｆ−60ｗ　両方向シフトレジスタ（１ワード）　
	Ｆ−60ｄ　両方向シフトレジスタ（２ワード）　
	Ｆ−61　非同期両方向シフトレジスタ（１バイト）　
	Ｆ−61ｗ　非同期両方向シフトレジスタ（１ワード）　
	Ｆ−61ｄ　非同期両方向シフトレジスタ（２ワード）　
	Ｆ−62　ＢＣＤ２桁のアップ・ダウンカウンタ　
	Ｆ−62ｗ　ＢＣＤ４桁のアップ・ダウンカウンタ　
	Ｆ−62ｄ　ＢＣＤ８桁のアップ・ダウンカウンタ　
	Ｆ−63　加算カウンタ（１バイト）　
	Ｆ−63ｗ　加算カウンタ（１ワード）　
	Ｆ−64　減算カウンタ（１バイト）　
	Ｆ−64ｗ　減算カウンタ（１ワード）　
	Ｆ−65　ＢＣＤ加算カウンタ（１バイト）　
	Ｆ−65ｗ　ＢＣＤ加算カウンタ（１ワード）　
	Ｆ−66　ＢＣＤ減算カウンタ（１バイト）
	Ｆ−66ｗ　ＢＣＤ減算カウンタ（１ワード）
	Ｆ−67　桁シフト（上位）　
	Ｆ−68　桁シフト（下位）　
	Ｆ−69　桁転送　
	Ｆ−70　ｎバイト一括転送　
	Ｆ−70ｗ　ｎワード一括転送　
	Ｆ−71　８進定数（１バイト）一括転送　
	Ｆ−71w　８進定数（１ワード）一括転送　
	Ｆ−72　ファイル１のレジスタへのｎバイト分配　
	Ｆ−72ｗ　ファイル１のレジスタへのｎワード分配　
	Ｆ−73　ファイル１のレジスタからのｎバイト抽出　
	Ｆ−73ｗ　ファイル１のレジスタからのｎワード抽出　
	Ｆ−74　ｎバイト転送　
	Ｆ−74ｗ　ｎワード転送　
	Ｆ−76　ｎバイト一括転送　
	Ｆ−76ｗ　ｎワード一括転送　
	Ｆ−77　データサムチェックコードの生成　
	Ｆ−78　データのチェック　
	Ｆ−79　レジスタ（１バイト）データの並べかえ　
	Ｆ−79ｗ　レジスタ（１ワード）データの並べかえ　
	Ｆ−80　Ｉ／Ｏリフレッシュ　
	Ｆ−82　特殊Ｉ／Ｏのリフレッシュ　
	Ｆ−85　特殊Ｉ／Ｏからの読出し　
	Ｆ−86　特殊Ｉ／Ｏへの書込み　
	Ｆ−90　リマーク　
	Ｆ−91　ＢＣＤ定数（８桁）の転送　
	Ｆ−97　10進定数（８桁）の転送　
	Ｆ−100　間接アドレスの設定　
	Ｆ−101　間接アドレスの設定　
	Ｆ−102　直接指定アドレスのレジスタからの読出（１バイト）　
	Ｆ−102ｗ　直接指定アドレスのレジスタからの読出（１ワード）
	Ｆ−103　直接指定アドレスのレジスタへの書込（１バイト）　
	Ｆ−103ｗ　直接指定アドレスのレジスタへの書込（１ワード）　
	Ｆ−112　ｎバイト一括比較（１バイトレジスタ間）　
	Ｆ−112ｗ　ｎワード一括比較　
	Ｆ−116　レジスタ（ＢＣＤ８桁）とレジスタ（ＢＣＤ８桁）の除算（商は整数部８桁、少数部４桁）　
	Ｆ−130　ビット抽出（間接指定）
	Ｆ−131　ビット抽出（直接指定）
	Ｆ−132　ビットセット／リセット（間接指定）
	Ｆ−133　ビットセット／リセット（直接指定）
	Ｆ−140　ラベルの設定　
	Ｆ−141　ラベルへジャンプ　
	Ｆ−142　ラベルをサブルーチンコール　
	Ｆ−143　サブルーチンからのリターン
	Ｆ−144　ループ回数の設定　
	Ｆ−145　ループの終了　
	Ｆ−146　ループ回数のレジスタ設定　
	Ｆ−147　ループの条件終了　
	Ｆ−148　レジスタ設定ラベルをサブルーチンコール　
	Ｆ−149　サブルーチンからの条件終了　
	Ｆ−151　レジスタ設定ラベルへジャンプ　
	Ｆ−153　ＢＣＤ（８桁）→ＢＩＮ（32ビット）変換
	Ｆ−154　ＢＩＮ（32ビット）→ＢＣＤ（10桁）変換
	Ｆ−155　時（ＢＣＤ４桁）、分（ＢＣＤ２桁）、秒（ＢＣＤ２桁）→秒（ＢＣＤ８桁）変換　
	Ｆ−156　秒（ＢＣＤ８桁）→時（ＢＣＤ４桁）、分（ＢＣＤ２桁）、秒（ＢＣＤ２桁）変換　
	Ｆ−160　ｎビットシフトレジスタ　
	Ｆｃ160　ｎビットシフトレジスタ
	Ｆ−161　非同期両方向シフトレジスタ（Ｎバイト）　
	Ｆ−161ｗ　非同期両方向シフトレジスタ（Ｎワード）
	Ｆ−163　加算（＋２）カウンタ（１バイト）　
	Ｆ−163ｗ　加算（＋２）カウンタ（１ワード）　
	Ｆ−164　減算（−２）カウンタ（１バイト）　
	Ｆ−164ｗ　減算（−２）カウンタ（１ワード）　
	Ｆ−170　データの挿入（１バイト）　
	Ｆ−170ｗ　データの挿入（１ワード）　
	Ｆ−171　データの削除（１バイト）　
	Ｆ−171ｗ　データの削除（１ワード）　
	Ｆ−172　データの検索（１バイト）　
	Ｆ−172ｗ　データの検索（１ワード）　
	Ｆ−173　データチェンジ（１バイト）　
	Ｆ−173ｗ　データチェンジ（１ワード）　
	Ｆ−174　レジスタ間（１バイト）データ交換　
	Ｆ−175　レジスタの上位４ビットと下位４ビットの交換
	Ｆ−176　指定アドレスのレジスタからの読出（256バイト）　
	Ｆ−177　指定アドレスのレジスタへの書込（256バイト）　
	Ｆ−180　レジスタ間（１バイト）の比較（リレー出力付）
	Ｆ−181　レジスタ間（１バイト）の比較（リレー出力付）　
	Ｆ−182　レジスタ間（１バイト）の比較（リレー出力付）　
	Ｆ−183　レジスタ間（１バイト）の比較（リレー出力付）　
	Ｆ−184　レジスタ間（１バイト）の比較（リレー出力付）　
	Ｆ−185　レジスタ間（１バイト）の比較（リレー出力付）　
	Ｆ−180ｗ　レジスタ間（１ワード）の比較（リレー出力付）
	Ｆ−181ｗ　レジスタ間（１ワード）の比較（リレー出力付）
	Ｆ−182ｗ　レジスタ間（１ワード）の比較（リレー出力付）　
	Ｆ−183ｗ　レジスタ間（１ワード）の比較（リレー出力付）　
	Ｆ−184ｗ　レジスタ間（１ワード）の比較（リレー出力付）　
	Ｆ−185ｗ　レジスタ間（１ワード）の比較（リレー出力付）　
	Ｆｃ180　レジスタと定数（１バイト）の比較（リレー出力付）　
	Ｆｃ181　レジスタと定数（１バイト）の比較（リレー出力付）　
	Ｆｃ182　レジスタと定数（１バイト）の比較（リレー出力付）　
	Ｆｃ183　レジスタと定数（１バイト）の比較（リレー出力付）　
	Ｆｃ184　レジスタと定数（１バイト）の比較（リレー出力付）　
	Ｆｃ185　レジスタと定数（１バイト）の比較（リレー出力付）　
	Ｆｃ180ｗ　レジスタと定数（１ワード）の比較（リレー出力付）
	Ｆｃ181ｗ　レジスタと定数（１ワード）の比較（リレー出力付）　
	Ｆｃ182ｗ　レジスタと定数（１ワード）の比較（リレー出力付）　
	Ｆｃ183ｗ　レジスタと定数（１ワード）の比較（リレー出力付）　
	Ｆｃ184ｗ　レジスタと定数（１ワード）の比較（リレー出力付）　
	Ｆｃ185ｗ　レジスタと定数（１ワード）の比較（リレー出力付）　
	Ｆ−202　オープンチャンネル（１階層：局番８進数設定）　
	Ｆ−203　オープンチャンネル（（１階層：局番16進数設定）　
	Ｆ−204　送信命令　
	Ｆ−205　受信命令　
	Ｆ−206　オープンチャンネル１（階層通信設定）　
	Ｆ−207　オープンチャンネル２（階層通信設定）
	Ｆ−210　レジスタ間のバイナリ加算（８ビット＋８ビット）　
	Ｆ−210ｗ　レジスタ間のバイナリ加算（16ビット＋16ビット）
	Ｆ−210ｄ　レジスタ間のバイナリ加算（32ビット＋32ビット）
	Ｆｃ210　レジスタと定数のバイナリ加算（８ビット＋８ビット）
	Ｆｃ210ｗ　レジスタと定数のバイナリ加算（16ビット＋16ビット）
	Ｆｃ210ｄ　レジスタと定数のバイナリ加算（32ビット＋16ビット）
	Ｆ−211　レジスタ間のバイナリ減算（８ビット−８ビット）
	Ｆ−211ｗ　レジスタ間のバイナリ減算（16ビット−16ビット）　
	Ｆ−211ｄ　レジスタ間のバイナリ減算（32ビット−32ビット）　
	Ｆｃ211　レジスタと定数のバイナリ減算（８ビット−８ビット）
	Ｆｃ211ｗ　レジスタと定数のバイナリ減算（16ビット−16ビット）　
	Ｆｃ211ｄ　レジスタと定数のバイナリ減算（32ビット−16ビット）　
	Ｆ−212　ウィンドウコンパレータ（１バイトレジスタ間）
	Ｆ−212ｗ　ウィンドウコンパレータ（１ワードレジスタ間）
	Ｆ−212ｄ　ウィンドウコンパレータ（２ワードレジスタ間）
	Ｆｃ212　ウィンドウコンパレータ（１バイト８進定数間）　
	Ｆｃ212ｗ　ウィンドウコンパレータ（１ワード８進定数間）　
	Ｆｘ212　ウィンドウコンパレータ（１バイト16進定数間）
	Ｆｘ212ｗ　ウィンドウコンパレータ（１ワード16進定数間）　
	Ｆ−215　レジスタ間のバイナリ乗算（８ビット×８ビット）　
	Ｆ−215ｗ　レジスタ間のバイナリ乗算（16ビット×16ビット）
	Ｆ−215ｄ　レジスタ間のバイナリ乗算（32ビット×32ビット）
	Ｆｃ215　レジスタと定数のバイナリ乗算（８ビット×８ビット）
	Ｆｃ215ｗ　レジスタと定数のバイナリ乗算（16ビット×16ビット）　
	Ｆｃ215ｄ　レジスタと定数のバイナリ乗算（32ビット×16ビット）
	Ｆ−216　レジスタ間のバイナリ除算（８ビット÷８ビット）
	Ｆ−216ｗ　レジスタ間のバイナリ除算（15ビット÷15ビット）　
	Ｆ−216ｄ　レジスタ間のバイナリ除算（31ビット÷31ビット）　
	Ｆｃ216　レジスタと定数のバイナリ除算（８ビット÷８ビット）
	Ｆｃ216ｗ　レジスタと定数のバイナリ除算（15ビット÷15ビット）
	Ｆｃ216ｄ　レジスタと定数のバイナリ除算（31ビット÷15ビット）
	Ｆ−231　マスターコントロール　ネスティングリセット　
	Ｆ−242　ジャンプコントロール　ネスティングリセット　
	Ｆ−252　ＨＥＸ（16進）コード→ＡＳＣＩＩコード変換　
	Ｆ−253　ＡＳＣＩＩコード→ＨＥＸ（16進）コード変換　
	Ｆ−260　減算タイマ（設定値、レジスタ指定）　
	Ｆｃ260　減算タイマ（定数、レジスタ指定）　
	Ｆ−261　減算カウンタ（設定値、レジスタ指定）　
	Ｆｃ261　減算カウンタ（定数、レジスタ指定）　
	Ｆ−263　加算（＋４）カウンタ（１バイトバイナリ）　
	Ｆ−263ｗ　加算（＋４）カウンタ（１ワードバイナリ）　
	Ｆ−264　減算（−４）カウンタ（１バイトバイナリ）　
	Ｆ−264ｗ　減算（−４）カウンタ（１ワードバイナリ）　
	Ｆ−310　レジスタ間の符号付バイナリ加算（31ビット＋31ビット）　
	Ｆ−311　レジスタ間の符号付バイナリ減算（31ビット−31ビット）　
	Ｆ−315　レジスタ間の符号付バイナリ乗算（31ビット×31ビット）　
	Ｆ−316　レジスタ間の符号付バイナリ除算（31ビット÷31ビット）　







